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文化村クリエイション

　2022年3月奈良県天理市にオープンした「なら
歴史芸術文化村」（以下、文化村）は、文化・地域振
興を行う拠点として奈良県が整備しました。道の駅
でもあり、文化財修復工房の通年公開、アーティス
ト交流、幼児向けアートプログラム等を行う多機
能複合施設です。アーティスト交流プログラムで
は、公募のアーティスト・イン・レジデンス「文化村
AIR」、奈良出身・在住等のアーティストを紹介する
「奈良ゆかりのアーティスト交流プログラム」、そ
して「文化村クリエイション」を実施しています。

　「文化村クリエイション」は、先進的な取り組みを
行うアーティストを文化村職員が選定し、リサーチ、
制作、発表を行うとともに、創作の過程を開いてい
く試みです。
　日々の暮らしやリサーチの中で吸収した種が、
どのように芽を出し花ひらくのか、その過程には
必ずしも作品に表れないたくさんの発想のかけら
や逡巡があります。一見関係がないものや、無駄
とも思える部分に宿る豊かさへ、少しでも触れる
きっかけとなることを目指しています。

文化村クリエイションvol.7

　Vol.7となる今回は、彫刻やパフォーマンスを通
じて人とモノの新しい関係性を探求している芸術
家の黒川岳を招へいしました。
　幾度かのリサーチを経て黒川が掲げたテーマ
は「樽（タル）」と「岩（イワ）」。かつて奈良・吉野町
の味噌蔵で大きな樽を目にした時に黒川が抱いた
「こんな樽を打ち鳴らしたらきっといい音が聴ける
はず」という直感をきっかけに、「吉野杉で縦横約
2mのタルをつくる」とともに、約7トンの「生駒石を
彫る」ことに取り組みました。

　およそ3ヶ月におよぶ怒濤の滞在制作の中で、
常に自らの手で素材に触れ、考え、試すことを繰り
返しながら、ひとつづつ進んでいく黒川の姿勢は、
「聴く」「触れる」といった身体的な感覚を介して
物事を捉えようとする黒川の作品制作そのものを
体現していました。
　様々な限界を超えようと、生き生きと挑み続けた
この夏の日々と経験は、文化村クリエイションの可
能性をも押し広げる大きな成果となりました。
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＿
滞在活動期間：
2025年7月10日木－9月27日土

＿
滞在制作場所：
芸術文化体験棟3階 スタジオ301・302
屋外体験ゾーン広場 ほか

＿
5月－7月
リサーチ
おもに奈良市・天理市・生駒市・吉野郡など
＿
7月27日日
アーティストトーク
『アーティストトーク：黒川岳』
＿
8月23日土

ワークショップ
『鉄（てつ）鰹（かつお）グルングルン』
＿
9月21日日
アーティストトーク
『グルングルングルングルンの報告会』＋
成果発表

黒川 岳
Gaku Kurokawa

黒川はタルづくりについて、かつて見た葛飾北斎《冨嶽三十六景　尾州不二見原》を
イメージしていたとのこと。

黒川 岳
1994年島根県生まれ。京都府在住。2016年東京藝術大学
音楽学部音楽環境創造科卒業、2018年京都市立芸術大
学大学院彫刻専攻修士課程修了。自らの体をもって様々
な物・事にきちんと触れる（触れようとする）ことの喜びや不
思議さ、難しさなどと向き合いながら、その時々に扱う素材
や対象と関わる方法を見出し、あるいはそれらを見出そう
とするプロセス自体に着目して作品制作を行っている。

過去の主な個展に「el cielo y el desierto están haciendo 
empanadas」（FINCH ARTS、2023年）、「甕々の声」（アート
ラボあいち、2021年）、グループ展に「バグスクール：野性の
都市」（BUG、2024年）、「美しいHUG!」（八戸市美術館、2023

年）などがある。令和5年度京都市芸術文化特別奨励制度
認定者。
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7月：イワのリサーチで訪れた生駒・株式会社山長での素材探しの様子。

樽底杉材木割仕事と乾燥 
提供：成瀬匡章
6月：タルのリサーチで訪れた吉野・匠の聚で見た、
かつての樽づくりの様子が分かる写真。

大和吉野川雨中の筏　
Rafter in the Rain. Yoshino River, Tamato
提供：成瀬匡章

奈良での滞在制作に向けて
黒川 岳

奈良を訪れるたび、私はこの土地の持つ不思議な
「時間」に魅了されてきました。

今立っている所から自分の体が果てしなく遠い昔
へと繋がっていくような感覚。あるいは、そんな遥
か彼方の時間がふと自分の直ぐ目の前に現れるよ
うに感じることもあります。この大地や自然環境、
そしてそこに生きる人々の暮らしの積み重なりが、
この言語化しきれない時間感覚を生み出している
のだと思います。

奈良の地で滞在制作をする機会をいただいたから
には、この土地ならではの人や歴史、自然の連環
の内に少しでいいから自分も混ぜてもらえるように
と願います。きっと、制作活動はそのための自分な
りの方法なのです。

はっきりとした姿形を持たず掴み難いけれど、確かに
そこにある。この土地に身を置いた作業を通して、
奈良ならではの「時間」と向き合っていきたいと思
います。

7月：タルのリサーチで訪れた吉野・梅谷
味噌醤油株式会社で、樽についてのお話を伺う。
かつて黒川が目にした大きな樽はこちらの
屋外にあったもので、その時からの興味が
今回のタルづくりにつながった。
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5月29日
樽がスタジオにやってきました。廃
棄予定だったものをお譲りいただ
いたものです。小さな口から中を
お湯で丁寧に洗い、3つ並べて天
日干しされている樽たちの姿は、
どこか愛らしく見えます。黒川はこ
の樽の構造も手がかりに、数十倍
にもなる大きなタルの制作に取り
組みました。

7月3日
これまでに何度も石を素材に作品
制作に取り組んできた黒川と生駒
山までリサーチにやってきました。
この一帯で産出される黒くゴツゴ
ツした質感が特徴の生駒石は、古
くから特に庭石として重宝されてい
たといいます。ゴロゴロと積まれた
生駒石の山を軽やかに駆け回り、
その迫力を楽しみながら彫ってみ
たくなる岩探しをしていました。

タル

イワ

7月3日
奈良県の名産である吉野杉を扱
う製材所を訪ねました。樽づくり
において、酒樽などの側板となる
杉を手作業で加工したものを樽丸
と呼び、かつて吉野の林業はこの
樽丸づくりを中心に発展してきた
そうです。貯蔵場や加工場には、
まっすぐ伸びた大木や板材が盛ら
れた山々が連なっていました。実
は一般住宅用の建材よりも高い
品質が求められる樽づくりのため
の木材は、吉野杉のクオリティが
存分に発揮できる製品なのだそう
です。

タル

取材させていただいた吉野中央木材では、製材に欠かせない帯ノコ（バンドソー）の刃の目立てやメンテナンスを自分たちで行うとのこと。
素材や目的にあわせて道具をつくり、維持することがものづくりの基盤であることを痛感する。
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7月10日
スタジオの設えが完了し、滞在制
作が本格的にスタートしました。
鑿（のみ）や鉋（かんな）、テーブル
ソーなどの電動工具、 換気扇を
使用した集塵機［p.48］などの自前
の道具が運び入れられたほか、
畳屋からお譲りいただいた古畳
を敷き、細かい制作作業や来客
応接時に腰を下ろせるスペース
も設けられました。

タル  イワ

7月11日
硬い岩を彫る石鑿（いしのみ）をメンテナンスするために、
木炭で火を起こした炉で鑿を高温に加熱し、ハンマー
で叩き鍛える「火造り（ひづくり）」が必要なのですが、
黒川はその補助燃料を段ボールから自作しています。
段ボールを細かく裂いて水に浸し、手作りのハンドプ
レス機で圧縮。その後に乾燥させると薪として使える
ようになります。木炭より火力は控えめですが燃焼時
間が長く、なにより安価なのが特徴です。文化村でも
「段ボールちぎりコーナー」を設け、来村者の方にもこ
の段ボール薪づくりの一部を体験していただきました。
「バーベキューをするなら、むしろ段ボール薪が最適
かもしれませんね！」と盛り上がりました。

イワ
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7月15日
タルづくりに使用するための吉野杉を搬入しました。長
さ2m・厚さ50mm・幅110－160mmの板材、計53本を
スタジオに運び入れました。黒川はこの全ての材木を
一人の手で削り、曲げていきます。

タル

7月17日
近々に工房をたたまれるという木
工家具職人の方より、大量の木材
や道具をお譲りいただけるとの
お話がありました。工房へ伺うと
ホームセンターでは見られないよ
うなさまざまな種類・色合い・形・
重さの木材が目白押し。それらを
トラックいっぱいに積み込み、文
化村に運び入れると、スタジオは
すっかり木工工房のような雰囲気
になりました。ここでいただいた
木材や道具たちは、以後の滞在
制作の中でとても有意義に活用
できました。

タル  イワ
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7月17日
スタジオの窓から見える文化村の入り口で、暑い中で
働く文化村スタッフの姿を目にしていた黒川は、頑丈な
ストッパー付きの手押し車にパラソルが一体になった
日よけを制作しました。内部に荷物などの収納スペース
も備わった優れものです。この夏の暑さだけでなく、雨
天時にも大活躍していました。

7月22日
タルづくりは、側板（がわいた）を
円状に並べたときに隙間なくぴっ
たりと合うよう、まずは正直台（しょ
うじきだい）［p.42］で板材に角度を
つけるところから始まりました。運
び入れた木材を加工するため、
中央に黒川の鉋を仕込んだ正直
台を組み立てました。側板となる
板材に角度をつけながら正直台
の上を滑らせて削り、理想の角
度に近づけていきます。計53本
を1本ずつ丁寧に削り上げるこの
作業は1ヶ月以上も続きました。一
般的に鉋屑（かんなくず）というと、
まっすぐな帯状のものをイメージ
しがちですが、正直台で削った鉋
屑は、らせん状にくるくると丸まっ
ています。

タル
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7月24日
大きな生駒石が文化村にやってき
ました。重さ7.3トンにも及ぶ岩が
クレーンで吊り上げられ、屋外体
験ゾーン広場に設置されると、ま
るで以前からそこにいたかのよう
に景色に溶け込みました。これま
でにも石を用いた作品制作に取
り組んできた黒川も、ここまで大
きなものは初めてとのこと。ここか
ら屋外での本格的な制作が始ま
りました。

イワ

7月27日
アーティストトーク 

『アーティストトーク：黒川岳』
事前のリサーチなどからおよそ
2ヶ月を経て、アーティストトーク
を開催しました。来場者みんなで
「段ボール燃料づくり」のために
段ボールをちぎりながら、これま
でのリサーチの様子や現状報告、
今後の活動内容などについての
話を伺う、和やかな雰囲気のトー
クとなりました。また、スタジオや
屋外でも素材に触れながら制作
のプロセスを紹介し、来場者のみ
なさんに制作の一部を体験してい
ただく場面もありました。

タル  イワ



18 19

7月29日
制作は平日・休日を問わずほぼ毎
日行われていました。特にイワに
取り組む屋外の制作現場となっ
た広場は、文化村の開館時間外
でも解放されているため、真夏の
早朝から炎天下のお昼、ようやく
日が暮れた晩までの一日中、黒川
の姿がありました。作業が始まる
と広場からカンッ……カンッ……
と音が聞こえ、来村者やスタッフ
はその音をたどるように黒川に会
いに行きました。そうして円形に
広がった鑿跡が日ごとにじわじ
わと深くなり、いつしか穴へと変
化していきました。

イワ

8月3日
スタジオではタルの側板づくりの
ための独自の新しい道具が生ま
れていました。一般的な樽の側面
が直線的な形状であるのに対し、
黒川が目指すタルは中央が膨ら
んだ形状のため、全ての側板を曲
げる必要があります。細長い箱と
やかんがホースによって繋がれた
「蒸し機」［p.46］は、正直台で角度
を整えた板材を蒸して柔らかくし、
理想の形に曲げやすくするための
道具、「曲げ機」［p.44］は重ねた足
場板を曲面に削ってゲージとして、
帯状の鉄鋼といくつものジャッキ
で締め付ける道具で、これらは何
度も試行錯誤しながら調整され、
洗練されていきました。

タル
8月4日
スタジオで削り上げた板材と自
作の道具を広場に持って行き、実
際に曲げ作業をテストしてみるこ
とに。やかんからの蒸気を使った
蒸し機で数時間をかけて蒸した
板材を曲げ機にセット。ゆっくり
慎重にジャッキで締めながら板材
を曲げていくと、厚みのある板が
だんだんと曲がり始めました。し
かし、その瞬間「バーン！」という
音とともにワイヤーが切れ、テス
トは一時中止となりました。翌日、
ワイヤーや金具をより頑丈なもの
に差し替え、再度慎重にジャッキ
を巻き上げると、ついにゲージに
沿って板材を完璧に曲げることが
できました。

タル
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8月4日
板材を曲げた状態で固定し、そ
のまま数時間かけて冷ました後、
固定していたベルトを外して確認
してみると、わずかですが曲がり
具合が戻ってしまい、本来の角度
より浅くなってしまいました。悩み
抜いた黒川は、戻る角度を見越し
てあらかじめゲージの曲面の角
度を強くすることに。鑿やグライン
ダーで曲げ機を整え直し、再度、
蒸して・曲げて・冷ました板材は、
当初の計算通りの理想のカーブ
に仕上がりました。これで道具や
方法の準備・実験が整い、本格的
に側板づくりに取り組み始めてい
きました。

タル

8月16日
蒸しや曲げの作業の合間は常に
石彫です。黒川は長さ・硬さが異
なる石鑿を使い分けながら、手だ
けでイワを彫っていきます。特に
生駒石は硬いため、石鑿もそれに
負けない頑丈さが求められます。
さらに穴が深くなると長さも必要
となるため、削岩機用の先端パー
ツを改良し、石鑿として使うことに
なりました［p.49］。こうして素材の状
況にあわせて道具を工夫しなが
らこつこつ制作していきました。

イワ
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8月19日
文化村で文化財修理を行う「歴史的建造物修復工房」
を訪れました。技術者の方々から修理道具について
の説明を聞きつつ、台鉋（だいがんな）や槍鉋（やりがん
な）、釿（ちょうな）といった伝統的な道具の使用体験も
できました。制作で鑿や鉋を日常的に使う黒川は、刃
の出し方やメンテナンス方法など、使い手ならではの
視点から熱心に質問をしていました。その後、今度は
黒川の制作場所に工房の技術者を案内し、黒川独自
の制作や道具を紹介しました。文化村内でそれぞれ異
なる分野でものづくりに取り組む両者が交流する、貴
重な機会となりました。

タル  イワ

8月22日
石鑿の先は摩耗するため、定期
的に火造りによる焼き入れ行い、
硬さや鋭さを回復させます。炉で
じっくりと熱することで赤く染まっ
た鑿先を叩いて締めます。最後
に水で一気に冷やすと、鑿先は銀
色に輝き、強く・硬くなります。生
駒石は特に硬いため、鑿がその
硬さに負けないよう、炉の温度や
タイミングを試行錯誤しながら、
制作中には何度も火造りを行い
ました。

イワ
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8月23日
ワークショップ  

『鉄　鰹　グルングルン』
黒川の滞在制作にとって重要な「道具づくり」をテー
マにしたワークショップを開催しました。文化村の「歴
史的建造物修復工房」にて、文化財の修理に使われ
る道具に触れた後、黒川とともに実際に鍛冶作業を
体験し、道具づくりに挑戦。仕上がった槍鉋で鰹節を
削ると、くるくると丸まって削れました。最後は、削りた
ての鰹節をご飯にのせたり、お出汁にして味わいながら、
みんなで1日の成果を堪能しました。

タル  イワ タル  イワ
9月5日
滞在制作の現場となったスタジオ
や広場を訪れた多くの来村者は、
黒川の壮大な取り組みに驚きつ
つも、実際に彫り進んだイワの
穴に頭を入れてみたり、削り・曲
げられた材木に触れてみたりと
いった体験を通して、様々な気づ
きや楽しさを発見される方が多
くいらっしゃいました。また、真夏
に休む事なく作業する黒川は、文
化村で働く多くのスタッフを含む
様々な方々と関わり、時に見守ら
れながら制作を進めていました。

参加者それぞれが鉄筋を火造りで鍛造したもの。
研いで仕上げると硬い鰹節もなんなく削れます。
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9月7日
およそ1ヶ月をかけて削り・蒸し・
曲げた53本の側板をいよいよ円
形に組み上げます。単管パイプ
とベルトを使って大きな円形状の
ガイドをつくり、そこにもたれさせ
るように側板を1本1本立てて並べ
ます。接着剤やネジを使わない
ため、自然なバランスを探る緊張
感のある作業です。風や振動で
カランカランッと倒れてしまうこと
もありましたが、全てを円形に立
て、全体をベルトで絞めながら側
板の上下を内や外から木槌で叩
いて整えると、どっしりとしたタル
の風貌が現れました。

タル

9月15日
組み立てに使った単管パイプを車輪付きの台車へと
組み替えて、その上にタルを載せる作業を行いました。
隣で制作中だったイワとタルをベルトで繋ぎ、その間
にスロープを持たせた単管の台車を設置。滑車でカ
チ……カチ……とベルトを巻き上げながら、タルを滑
らせるようにして単管台車に載せる目論見でしたが、
重く不安定な形状のタルを、まっすぐ引き上げるのは
至難の業でした。ギシ……ギシ……とタルが軋む音に
緊張が走る中、時にベニヤ板や角材も噛ませるなど、
ゆっくり慎重に引き上げ、ついにタルが台車の上に安
定して載った時には、張り詰めていた空気は緩み、安
堵と笑顔が広がりました。夜、見上げる高さになったタ
ルはライトに照らされ、これまでとは違った存在感を
示しました。

タル
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9月21日
アーティストトーク 

『グルングルングルングルンの報告会』
滞在制作の最後のイベントとなったこのアーティスト
トークでは、およそ3ヶ月に及んだ『タル　イワ　グル
ングルン』の活動報告を行いました。制作に必要な道
具づくりからはじまり、試行錯誤を重ねながら朝から
晩まで、スタジオと広場を走り回ったこの夏の日々を
振り返るとともに、これまで黒川の作品でも多く扱わ
れる「石」に関連して、奈良県内の石造物について文化
村学芸員による解説を行いました。トーク終了後には、
実際に黒川がつくった道具や作品を紹介する「お披露
目会」を開催しました。イワの穴に頭を入れ、普段とは
違う周囲の音に耳を澄ませてみたり、タルの中で拍子
木を打ち鳴らし、響く音に身体が包みこまれてく体験
をしてみたり。最後はタルを神輿のように引っ張りな
がら移動させ、文化村の山や池、駐車場、工房へと向
かってカーーンッ……カーーンッ……と音を鳴らして回
りました。黒川とタルを起点に打ち出された音が、周
囲を震わせながら反響していく様子を、みんなで体感
することができました。

タル  イワ
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《正直台》
2025
桧、ボルト、座金、ナット
h 883 × w 3000 × d 802 (mm)
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《曲げ機》
2025
木、帯鋼（焼き入れリボン）、ベアリング、ホールダウン金物、アイナット、ボルト、ナット、ワッシャー
h 1240 × w 2010 × d 179 (mm)
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《蒸し機》
2025
合板、やかん、ホース、継手、台座、IHコンロ
h 900 × w 2181 × d 432 (mm)
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《集塵機》
2025
合板、換気扇、カーエアコンフィルター、不織布、蝶番、パッチン鍵
h 460 × w 473 × d 220 (mm)

《鑿（長）》
2025
鉄
h 357 × w 40 × d 40 (mm)
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滞在期間中、京都～奈良を電車で通っていた黒川は、
おもに帰りの電車内でほぼ毎日のペースで日誌をつけている。
その内容はその日にやったこと、起こった出来事や思ったこと・考えたこと、
明日にやってみたいことなどが書き付けられている。
ここでは日誌の内容というより、黒川の3ヶ月におよぶ日々が確かに
あったことを感じていただきたく、少々強引ではあるが可能な限り
そのすべてを掲載することにした。
*一部の内容や表記については編集しています。（※は編集時に追記）

黒川の日々 のこと

名称 備考

1 集塵機（粉塵向けの空気清浄機） 換気扇を改良して使用
2 テーブルソー集塵システム 粉塵の飛散防止用
3 テーブルソーと掃除機の接続コネクタ
4 パラソル台 交通整理のおっちゃんたち用
5 砥石台
6 アウトドアカート牽引用接続パーツ 自転車でカートを牽引するため
7 鉋台 古くてガタついたものを調整し直して復活
8 台直し鉋の代わり CRAFT・1のご主人にいただいた堅木を使用
9 定盤の代わり（鉋の台直し用）
10 苗ポット ヨーグルトの空き容器使用。サラダ菜育成用
11 正直台
12 正直面ガイド 4つの木材の幅ごとに、異なる角度のスケール
13 蒸し機 曲木用
14 ダンボール薪 火造り用
15 曲げ機 曲木用
16 焼き入れ鋼板穴あけドリル コンクリートドリル刃を改造
17 鰹節削り機 ワークショップ用
18 削り馬 ワークショップ用。正直台に取り付け
19 単管櫓 タル組み上げ用
20 側板組み用の床 単管櫓内で使用
21 ボートのオール 未製作。交通整理の鳥井さんに渡す用
22 オール用クラッチ／ベース 未製作。交通整理の鳥井さんに渡す用
23 竹割り治具 未製作
24 鉈を銑として使う用の柄 未製作
25 四方反り鉋 未製作。平台鉋を改造
26 外丸鉋 未製作。平台鉋を改造
27 石のみ（長） 未製作
28 石のみ（曲がり） 未製作

黒川のつくったもの（つくろうとしたもの）

この一覧からは、黒川の「制作」は、素材の特性や作業内容に合わせて
道具をつくるだけではなく、制作環境や状況、人との関わりの中で
必要と思える様々なものにも及んでいたことがわかる。

1
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月日 黒川予定 主な内容（予定含む）
7月4日金 10:00 午前から山科で記録・広報についてのオンライン打ち合わせ（Gallery PARCの正木さん、カメラマンの麥生田さん、デザイナーの塩

谷さん）。午後から京都にて荷物積み込み（レンタカー）→文化村搬入。タル・イワの設置場所及び来場者の安全性確保についての
指摘（文化村職員の池口さん、平山さん、野村さん）を受けて、そもそもの計画の再検討も考える。

7月5日土 10:00–17:30 展示壁移動、スタジオ整理、ホームセンター、天理三和畳さんから畳をもらって搬入。
7月6日日 9:40–19:00 スタジオ内養生、テーブルソー調整、予定表作成、簡易の集塵機［※p48］づくり
7月7日月 不在 オンラインで打ち合わせ（正木さん、野村さん、平山さん）。吉野中央木材さん［※］より木材見積もりをいただきました。

※吉野中央木材株式会社
7月8日火 9:20–17:00 道具の準備（鑿研ぎ等）。野村さん、平山さんにスタジオ前の掲示物を作成してもらう。
7月9日水 11:00–12:00 レンタカーにて冷蔵庫・自転車等搬入。スタジオ前に横断幕スタイルの掲示物を作成してもらう。
7月10日木 9:30–19:00 自転車でのアウトドアカート牽引用具作成。11時～山長さん［※］現調。池口さんに車に乗せていただきジモティーの電子

レンジ受け取り（巻向、0円）。午後は山長さんの車に乗せていただいて生駒山に行き、石の候補を少し重め（6～8tくら
い）と軽め（3～4tくらい）に絞る。天理までの運送費は重い方で総額20万円以上となる見込み。生駒の100均で買出し。 
※株式会社山長

7月11日金 不在 日中は明日香のギャラリーへ知人の展示を見に行く。夕方からは別件の仕事のためお休み。山長さんより、重い方の石が7.3t程度
との連絡あり。すっかり重い石でやる気になってしまわれたようで、電話を受けた際には既に目当ての石を山の上にまで運び上げ
た状態とのこと。電話口の声色から若干興奮しているのを感じる。山長さん所有のダンプで運んでいただけることになった。15日は
クレーン業者の都合が合わなかった為、20日か24日を運送候補日に打診中。現状での見積もりを依頼。野村さんがスタジオ前のホ
ワイトボードに黒川の滞在予定を書いてくださいました。

7月12日土 9:50–19:30 スタジオの掲示サイン作成。15日のレンタカー予約（2t平トラック、トヨタレンタカー郡山店）。天理駅前駐輪場定期券購入のつもり
だったが、販売期間外で購入できず。行きのバスで文化村の前でイタチを目撃。運転手さん曰く、先月は付近に熊が出たとのこと。
ホームセンターで買い出し。パラソル台の制作。初の来訪者（母子4人）が来られる。帰路から自転車での天理駅と文化村間の移動
を開始。炊飯&レトルトカレーを電子レンジで温め昼食。ついに自炊が可能に。ありがたい……。

7月13日日 10:00–19:30 パラソル到着。文化村職員の北村さんにテントと工場扇をお借りしました。テントは2.5m×2.5mなのでとても良いサイズでした。
午前中、平山さん、Gallery PARCの正木さんと石場さんがご来村。北村さんと5人でトークイベントについて相談。当日は簡単な自
己紹介と、これまでのリサーチで得たことを踏まえた上で今後の計画についてお話をすることに。備品としてモニターを使用予定。
椅子を整然と並べて堅い雰囲気にするのではなく、椅子に加えてスタジオで使用している畳も敷いて、来場した方々とダンボール薪
［※p11］用にダンボールをちぎりながら話をしたい。正木さん、石場さんと山鳩にて昼食。スタジオで別件のオンライン打ち合わせ。
タルを名古屋で展示する可能性が出てきた。午後も正木さんと石場さん、北村さんも一緒に話しながら作業。パラソル台、正直台の
台座の制作。正直台用の鉋が絶対に小さいが、果たしてこれで作れるか！？そして正直台用の角材が正直でないので頑張る必要が
ある。

7月14日月 10:20–19:30 引き続き正直台の台座の制作。集塵機改良。山長さんより電話があり、石の運搬は24日に決定（7時半に石積み込み、8時に生駒
発、9時に文化村着予定）。野村さん、平山さんとトークイベントと石の搬入に関して打ち合わせ。文化村内の他のイベントとの兼ね合
いを考慮してトークの開始時間を15時に変更。ホゾを切る作業をするのに髪が邪魔で集中できなくなり、急遽天理市内の美容室で
髪を切る。ドラッグストアにて食料買出し。

7月15日火 8:30–19:00 朝、郡山にて2tトラックをレンタルし、単管パイプ等を買って文化村へ搬入。正木さん、塩谷さん、麥生田さんは午前中にスタジオの
様子撮影→吉野周辺にて石撮影。13時に吉野中央木材にて素材受け取り→文化村に木材搬入。木材の運搬に大型エレベーターが
必要（15時～15時半頃に文化村着になるか？）なため、管理事務所にお願いをしておく。

7月16日水 不在 11時～12時は別件オンラインミーティング（スタジオにて）のため動けません。が、その他の時間は対応できます！ワークショップの実
施内容検討。

7月17日木 10:00–19:30 午前中にCRAFT・1にお伺いし、想像を超える量の木材や木工関連の本をいただいた。レンタカーで北村さんと文化村へ向かい、
野村さんにもお手伝いいただいて木材をスタジオに搬入。15時～文化村の職員の方々向けの説明会。パラソル台が遂に完成した
ため、早速交通誘導のおっちゃんの所へ持っていったが、文化村と警備会社の承諾を得ていなかったため一旦引き下げる。パラソ
ル台の扱いについて、相談いただくことになった。勝手に置いてしまって文化村の方々にご迷惑をおかけしてしまった申し訳なさと、
おっちゃん達の力になれない悔しさを噛み締めつつ作業。正直台の台座完成。帰り際にCRAFT・1のご主人がお怪我をされたとの
連絡。お身体が心配。CRAFT・1のご主人とは時間に限りがあり、あまりゆっくりお話ができなかったのですが、次回お会いしたら
色々とお話ししてみたいです。北村さん、貴重な機会をありがとうございました。パラソル台は突き返されるのではとドキドキしなが
ら持っていきましたが、交通誘導のみなさんからはとても喜ばれ、かえってこちらが有難い気持ちになりました。打ち水をするくらい
ではなかなか温度も下がらないだろうし、雨の日もカッパで蒸れまくるので結局は暑いだろうし、すごく大変なんじゃないかと思って
いたのですが、やっぱり大変なようです。アート作品だか何だかを生み出す想像力以前に、目の前の人や物事を思う想像力を失っ
てしまったらおしまいだなと思いました。もしパラソル台が置けなかったとしても、何か他の方法を考えます。僕は諦めません。

7月18日金 10:00–19:20 ホームセンターで買出し。CRAFT・1からいただいた木材を使わせていただき、鉋の台直し用の道具を制作。それを使って鉋（小
学校のお古で、おそらく自分が生まれるより前に使われていたもの）の台直し。その鉋を使って正直台［※p42］の制作が完了。
文化村の大きな台車に角材の補強を入れた。館内のイベントに参加されていた方々が大人数でいらっしゃったので、スタジオ内
で簡単にご説明した。太平さん［※］の方々と池口さんがお越しになり、パラソルについて相談。その後に池口さんと野村さんに
パラソル台の寸法計測をしていただいた。平山さん、野村さんと火造り関連の打ち合わせ。野村さんにトークイベントのポスター
を貼っていただいた（いつの間に！？）。再び太平さんの方がお越しになり、少し立ち話。夕方、エアコン水漏れでお世話になっ
た警備員さんが、明日お休みで文化村スタッフ向け説明会に参加できないからとスタジオにお越しになったので、色々とお話し
した。パラソルの件、色々とご迷惑をおかけしてしまい申し訳ありません。皆さまがそれぞれ異なる立場からパラソルをどうする
か考えていただいており、有り難いです。お世辞9割かもですが、太平さんにも物自体は気に入っていただいた様子でした。今
日は作品をつくるための道具をつくるための道具を仕込むための道具をつくるという訳のわからないフェーズに差し掛かり、さ
すがにこの先のことが心配になりました。頑張って進めなければ……。CRAFT・1のご主人、どうかお身体回復されますように。 
※太平ビルサービス株式会社

7月19日土 9:20–19:50 スタジオを整理してタルの制作作業の体制を整える。タル用の部材の削り出し寸法等を計算。以前いただいた酒樽を遂にひとつバ
ラして構造を確かめた。こちらの樽は正直面が真っ直ぐでシンプルな構成になっている。これで水が漏れないというのが改めて凄
いと思う。11時～文化村の職員の方々向けの説明会。文化村で開催していた「さわる」展のご案内もいただいたので、また行ってみ
たい。ひとまず寸法出しは終わったものの、本当にこれで行けるのか全く分からない。制作したい形状にするには正直面を曲面かつ
角度をつけて削る必要があるため、けがきの方法もそれに合わせて考案。それぞれ異なる幅の木材ごとに個別の角度のマスターと
なる正直面ガイドを制作。池口さんがスタジオにお越しになり、パラソル関連の現状を教えていただいた。クリアしなければならな
い法律関係の問題等について、県の該当部署に訊いていただいているとのこと。普段、道路上に既に置かれているカラーコーンや、
誘導のための人の常駐はどのように手続きが踏まれているのだろうか。色々と知らないことばかりでお恥ずかしいが、そんな街の
ルールについて興味がわいてきた。試しに木材にけがきをして一本削ってみた。意外と正直台が機能している。時間を見ていなくて
閉館間際に掃除もせず退出。天理駅で電車を逃し、JRで奈良駅まで行って近鉄まで猛ダッシュ。なんとか間に合った。

7月20日日 12:40–19:00 選挙。午前中に京都で番木を購入し、レンタカーで運搬。ついでに食材買い出し。北村さんより、能の太鼓の革職人についての新聞
記事をいただいた。タル用の木材の墨付け（105mmを18本）、正直面の削り作業。墨付けから削り作業までの基本的な作業手順が
決まった。

月日 黒川予定 主な内容（予定含む）
7月21日月 10:30–19:00 ［※日誌見当たらず］
7月22日火 9:20–19:00 タル用の木材の丸鋸カーブ切り作業完了。丸鋸でこんな厚みの木材を曲線切りするなんて狂ってると思いつつも、現状ではこれが

最良の方法なので仕方がない。負荷が大きいせいでバッテリー（予備も含めて4個体制）の消費が激しく、充電が使用スピードに追
いつかない。途中、スタジオの換気口がうなり声を上げ始めたので、設備の方に来ていただいた。確認していただいたところ、自分
が粉塵防止のために設置したプレフィルターに木屑が溜まり過ぎたことが原因と判明。ついでに本来の設備側のフィルターを見て
いただいた所、こちらは全く木屑がついていなかったので、想像以上にプレフィルターが機能していたことが分かって安堵した。し
かし、今後は頻繁にプレフィルターを交換しなければならないと思うと若干憂鬱にもなる。平山さんと野村さんがスタジオにお越し
になったので、パラソルの件をきっかけにすっかり今回の自分の滞在制作のメインテーマのひとつとなった交通整理の方々につい
てのワークショップ案を提案する。ワークショップ参加者とともに交通整理の現場にお伺いし、どのような作業なのかを身をもって感
じ取った上で、彼らが涼しくなる（あるいは、暑さが柔らいだ気持ちになる）にはどうすればいいか、リサーチをしながら検討し、可能
なものであれば実際にやってみる、という内容。一見アートと関係ないと思われそうだが、自分の制作スタイルや思考を共有するに
はある意味ストレートな手法だと思っている。平山さんと野村さんからそれなりに渋い反応をされたが、そのやり取りの中でむしろ
方向性が間違っていないと再確認できた。感謝。またワークショップと関連して、文化村内で募金をすることが可能かお伺いした。
これは、「交通整理のおっちゃん達を涼しくするために必要な物を準備する基金」を目的としたもの。交通整理のワークショップで必
要となる物を準備したり、あるいはミスト器具や道路使用の費用に充てることも可能かもしれない。募金を行うことで来館者の意識
に一瞬でも交通整理のおっちゃんに思いを寄せる機会が生まれることが最も重要な目的。平山さんから募金の可否について確認し
ていただけることになったので、ご返答をお待ちすることに。毎度毎度ややこしいことばかりご相談してしまい申し訳ない……。正木
さんに電話でワークショップの案もご相談し、24日にもう少し具体的に検討することになった。換気口異音事件とワークショップの
相談の時間がありつつも、どうにか全ての木材の曲面切り（全106カット）が終了した。今後はこれら一つずつ鉋をかけて、曲面の調
整と角度をつけていかなくてはならない。そういえば、ヨーグルトの空き容器を使った苗ポットに蒔いた種から、何日か前にサラダ
菜が芽を出していた。土は北村さんにお譲りいただいたもので、ふかふかしている。毎日少しずつ伸びていくのを見るのが地味に楽
しい。来月くらいに昼食で野菜が取れるようになっている様子を想像した。

7月23日水 10:00–19:00 トラックが14時からのレンタルになったため、午前中は春日大社の鼉太鼓（だだいこ）を見に行くことにする。レプリカも本物もどち
らも素晴らしい姿。革面が胴に対してかなり大きいが、自分の目指すのはこれより胴が大きいものになる。胴の形状は若干のカーブ
を描いているものの、木自体は曲げておらず、削ってある様子。やはりこのサイズになるとストレートでないとつくるのが難しいのだ
ろうか。14時にトラックを借りて、北村さんとの待ち合わせ時間までの時間でホームセンターに買い出し。コンパネややかんなど、曲
木用の蒸し機の部材を購入する（だが、例によってやった事はないのでこれでできるかは分からない）。15時すぎ、北村さんとともに
CRAFT・1にお伺いする。前回の普通車で運べなかったサイズの木材を中心にピックアップさせていただいたが、作業しているうち
に次から次へと新たに別の木材が目に入ってきて、終わりが見えない（結局、トラックの荷台壁の高さくらいまでのところでタイムリ
ミットとなった）。北村さんのご家族が以前に使われていた鰹節削り機も発掘されたのでこちらも救出。かなり傷んでいる様子だが、
どうにか再生できるだろうか。トラックで文化村に到着すると、なんと文化村の職員のみなさんに一緒に木材を運んでいただき、本当
に有り難かった。一人で積み込んでいたのがこんなにあっという間に終わり感激。トラック返却の時間が迫り、ひと足先に文化村発。
19時前に返却し、奈良駅近くのスーパーで買い出しをして宿で夕食。翌日に備え22時就寝。そういえばレジデンス始まってから初め
ての奈良宿泊だ。スタジオの番木を外に出せなかったが、果たしてどうにかなるのだろうか……そういえば山長さんに昔の石切り出
しの現場の写真などお持ちでないか伺ってみた。ご自身はお持ちでない様子だったが、お母様に聞いてみていただけるとのこと。

7月24日木 7:00–18:00 6時前生駒着、6時15分に生駒駅周辺で正木さんと合流して山長さんへ。文化村へ行く石が眺めの良いところに仮置きされていて、
ようやく石の全景が確認できた。良い石だ。時間があったので周辺散策して山中の石仏・石碑などを見る。近所に石寶教会という場
所があり、謎の空間を味わう。その後に麥生田さん、塩谷さんも到着されて、石がもともと置かれていたエリアを撮影していただいた。
7時半頃から石の積み込み。山長さんの無駄のない作業に惚れ惚れする。9時頃に文化村へ石搬入。懸念されていた地面部分もダ
ンプとクレーンともに問題なく通過できた。こちらでもみなさんの無駄のない作業であっという間に設置が完了した。石設置後、記
録物・広報物とワークショップについての打ち合わせ。塩谷さんにフライヤーのラフを見せていただき、かっこ良いデザインと写真
に盛り上がる。紙上でグルングルンが体現されている……！設置された石の写真を早速麥生田さんに出していただき（こちらも良い
写真！）、石側の写真も確定した。ワークショップについては、結局鍛造で槍鉋モドキづくり→鰹節削りをして、自ら削った鰹節でねこ
まんまをいただくというプランになった。道具をつくるところから始めて、最後は味覚に昇華。槍鉋をどこまで事前に準備しておくか
試しておかなくては。また、この打ち合わせでパラソル設置が可能となったことをお伝えいただき、こちらも感激。ただ「おっちゃんに
傘を差してあげたい」という事の為に様々な障壁があったが、ひとつひとつ丁寧に解決していただいた文化村の職員の皆さまや太
平の方々に感謝。太平さんからすぐ持ってきてくださいと言っていただき、早速設置。池口さんにも立ち会っていただいて、皆でパラ
ソルを眺めながらしばし歓談。ただ傘を差すだけなのにこんなに嬉しいとは。関わっていただいた皆さま、本当にありがとうござい
ました。箍づくりを考えるため、13時半からは交通整理のおっちゃんのひとりである鳥井さんのご親戚の竹林見学へ。太平の臺さん
に車で連れて行っていただく。到着するとお百姓さんスタイルの鳥井さんが登場。なんだかいつもと雰囲気が違う。鳥井さん、こちら
が本職か。竹を一本切っていただき、長さを測ると先端付近までで15mほど。どうにか足りるだろうか。やってみなければ分からな
い。運搬の懸念があったが、竹林で割る作業もして良いと言っていただき、なんとかなりそうな気がしてくる。本当に有難い。鳥井さん
「竹よりも舟を見せたいんや」と仰るので、何のことか分からないままついて行くことに。このタイミングで麥生田さん、塩谷さんとお
別れ。朝早くからありがとうございました。鳥井さんについて行く間、臺さんから鳥井さんについてのお話を聞き、鳥井さんが只者で
はないことを知る。到着するとそこは鳥井さんが世話している畑や田んぼが広がっていた。草むらをかき分けていくと大きな池（周囲
約4キロ）が現れ、よく見ると池の端に小さな木箱のような舟が止まっている。この舟に乗せていただき、鳥井さんと2人で池の中ほ
どへ漕ぎ出す。舟上は他の場所よりも涼しくて、静けさと眺めがとても美しい。この池は今も鳥井さんはじめ自治会の方々が世話を
しておられるとのこと。鳥井さんは毎朝4時にこの舟で池に繰り出し、日が昇るのを眺めてから（少し畑作業をして）夜8時までの文化
村での交通整理の仕事に就かれているらしい。この舟に乗らないと1日が始まらないとのこと。凄すぎる……。いつも皆から馬鹿にさ
れるんやと仰っていたが、今日は自分が大喜びしていたので鳥井さんも嬉しそうだった。自分もこの方が大切にしている日常に招い
ていただいたことがとても嬉しい。鳥井さんに出会えたことが今回のレジデンスのハイライトなのではと思うくらい、その背中から沢
山のことを教えていただいた気がした。文化村に戻ってからは再び正木さん、野村さん、平山さんと打ち合わせをして解散。

7月25日金 不在 別件の仕事が溜まりに溜まっており、この日はお休みして家で作業（全然終わりませんでした！やばい！！）。朝には北野天満宮の骨董
市で鉋や鑿などを安く買った。ワークショップで使う鰹節用の鉋も。お店の方にすっかり覚えられてしまった。購入した鉋を改造して
四方反り鉋と外丸鉋を作らないといけないが、いつもの事ながらそんなことができるかは分からない。
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月日 黒川予定 主な内容（予定含む）
7月26日土 8:00–19:40 ついに8時前に天理駅に到着できた。ホームセンターで物色しながら曲げ機［※p44］のプランを練る。いくつか木材等を購入して軽

トラックで搬入。今日はイベントがあるようでかなりの人と車が来ている。野村さんがスタジオにお越しになり、フライヤーの文字情
報など相談。また、成果発表の予定が組めないのであれば、せめてもう少しスタジオに来た人に情報を渡せるようにしてはというア
ドバイスもいただき、これまでのリサーチの写真や制作予定の作品の計画図やドローイング等を貼っていこうということに。自分は
笑えないくらい絵が下手なので避けてきてしまったが、いよいよ何か描く時が来てしまったか……。でも、スタジオに来るとどうして
も少しでも作業を進めたくてそちらにばかり手が伸びてしまう。たまには作業の手を止める時間も作らなければ。太平の方がスタジ
オにお越しになり、パラソルのお礼にとお菓子をいただいた。実際のところ自分はパラソル台を作っただけなので、パラソルを置け
るようになったことへのお礼を言われるべきは殆ど文化村の職員の方々だと思う。というこでお菓子は明日のトークの時にでも皆
でいただくことにしようと思う。（あれ、でも池口さん明日からお休み！？すみません、今日お渡しすれば良かった……）昼過ぎに曲げ
機用の木材の切り出しが完了。曲げ機には他に帯鋼が必要だが、自分が必要とするサイズのものはネットでも全然見つからない。
結局、帯鋼を専門に製造している会社を発見したので週明けに連絡してみることにした。曲げ機の作業途中に男性がお一人スタジ
オに入ってくれた。樽のつくり方などについて色々と話をする。これも自分でやるのかとか、普通はそれぞれ専門が分かれてやるも
んじゃないのかとか、色々と驚きつつ言われる。全くその通りすぎて、そうなんですよね……としか返せない。鉋の刃を研ぐ際に交通
整理のおっちゃんに目をやると、風が吹いてパラソルがやられている様子。金がなくて安いもの（それでもかなり選んだ）にしてしまっ
たが、こうも車の出入りが多いとパラソルを閉じる余裕もなく、危なくなってしまってはかえってご迷惑をおかけしてしまうと反省し、
もっと頑丈そうなものを注文。29日に到着予定です。夕方には木材の蒸し機を制作。やかんとホースの接続部分に何かかましたいと
思案中だが、その他はおおよそ完成。石作業エリアの準備をしたかったが、曲木関連の作業まででタイムリミットとなった。

7月27日日 8:00–19:00 ホームセンターで買い出し後、文化村着。トークの準備をする。正木さんと石場さんもお越しになり、文化村の皆さまと会場セッティ
ングをしていただいた。ダンボールちぎりの準備までしていただき恐縮。鳥井さんがスタジオにお越しになり、この前連れて行って
いただいた池についての資料とご本人が舟に乗っている写真（いい写真！）を持ってきていただいた。地域で池を世話する活動をさ
れていることについて、少しだけ教えていただいた。昼過ぎに曲げ機制作。型自体はできたので、あとは曲げのための構造をつくる
必要がある。15時から交流ラウンジにてトーク開始。少人数だったため、やんわりと話をはじめて、今回のプロジェクトのきっかけか
らリサーチの様子について簡単にお話しした。スタジオにて現時点での計画やこれまでに作った道具を紹介。正直台での削りも体
験してもらった。その後石の紹介もして、屋外の作業場へ。石について簡単に話したのち、はじめの一打。石を彫る時の音を聞いても
らった。過去作の紹介時間まで取れなかったが、また何か機会があれば。トークの片付けも職員の皆様にお手伝いいただきました。
片付け後は正木さん、石場さん、野村さん、平山さんと今後の動きなど話して解散。夕方になっていたので外で石彫。珍しく暑すぎな
い空気で気持ちが良い。しかし、久しぶりの石彫で感覚を取り戻すのに時間が必要そう。今回は手彫りでいこうとしているので、技
術の向上も期待。正木さん、石場さんもその場でしばし作業に同席された。そういえば、これまでスタジオで人に話をする時に「3ヶ月
かけて制作します」と話していたが、今日で残り2ヶ月になっている事に気づいて戦慄する。まだ木が曲げられるかどうかも分からな
い状況だというのに……。休みの日を考えると実質1ヶ月半もないのかも。だからと言って何が出来るわけでもないので、淡々と進め
るしかない。ホームセンターにてジグソー返却。

7月28日月 不在 この日、電話等レスポンスできない時間が多いかもです。すみません！毎月恒例のクレジットカード引き落とし日。禁じ手を発動して3
桁は残り、どうにか乗り切った。引き落としが完了した分利用可能額が解放されたので、またカードが使えるようになって一安心。こ
れでホームセンターに行ける。日中バタバタしておりメールの確認が遅くなったが、塩谷さんの素晴らしいフライヤーに感激しつつ返
信などする。山長さんからの請求も見積もり通りで胸を撫で下ろし、正木さんに支払い手続きのお願いをした。今回のプロジェクト、
正木さん（グランマーブルさん）の存在が無かったら、金銭的なところで到底制作ができなかった。自分の肩代わりをしていただいて
いる事への申し訳なさと、最大限の感謝の気持ちを噛み締めつつ就寝。

7月29日火 8:00–19:40 ホームセンターにパイプクランプ用の白ガス管が置いていないため、少し離れたホームセンターで購入。トラックを借りて文化村搬
入。曲木に必要な部材なども購入した。この時点でもう普通の木桶づくりの手順とは大きく変わってきた。クラシックの技術はできる
限り研究してきたが、いよいよそれらを発展させて一つ一つオリジナルの方法を編み出していかないといけないが、どこで不測の事
態が発生するか……。午前中に交通整理の方々用のパラソルを新調。新しいパラソルは風が通り抜ける構造になっており、かなり安
定性が増した。風の力の逃し方など、勉強になる。あとから太平のスタッフの方がわざわざスタジオにお礼を言いに来てくださった。
かなり安全性が向上したとのことで、何よりです。曲げ機制作。力のかかる部分にCRAFT・1で頂いた板を使わせていただいた。あ
とは帯鋼を取り付ける部分のみ。平山さんがスタジオにお越しになり、ワークショップで食べ物を扱うための手続きを踏んでいただ
いていることを教えていただく。元板前の平山さんに対応いただけると安心感がある。ワークショップでは参加者が一緒に料理する
ような形になるため、特別な申請が必要なことは無さそうだが、お米や鰹節の扱いなど気をつけねば。帯鋼については会社の方と
電話で相談。52mm厚の板を曲げる予定だと伝えると、そんなもん出来るんかいな！？という反応が……。帯鋼の厚さや材質につい
て相談するため、現状の計画を図に書いてメールでお送りした。とりあえずお返事待ちの状況。途中何人かスタジオに入ってきてく
ださり、簡単に説明などする。ダンボール薪と鉋屑が人気。夕方、北村さんに手伝っていただき石作業場にテントを設置。石にぴった
りのサイズで、とても有り難い。17時半を過ぎると徐々に涼しくなってきて、風が心地よい。彫っていると時々周りで竹の割れる音も聞
こえてきて、音の掛け合いをしている気分になる。文化村職員の方々にも何名か作業を見にきていただいた。暗くなっても作業をや
り辛いので、石作業ができるのはかなり限られた時間だと分かる。あとは日中もやるかどうか。とりあえず怪我の可能性をできる限
り減らすため、腕の筋肉が石用に合ってくるまで慣らしつつ徐々に作業量を増やしていく予定。

7月30日水 8:20–17:40 フライヤー校了（ありがとうございます！！）。手に取らせていただくのがとても楽しみです。朝到着してそのまま9時まで石彫。暑い。
テントのお陰で日差しを防げるので本当に有り難い。とはいえどうにも暑くて外の蛇口から直接水を浴びる。石の粉も流せて丁度
良い。誰も見ていませんように。もの凄い量の汗をかいたので、そのまま服も洗った。午前中に帯鋼の会社の担当の方と電話で相談。
購入しようとしている金属が50mm必要と勘違いされていたようで（実際に必要としていたのは1mm程度）、聞いた事のない規格
のステン（かなり硬い組成）をお勧めされたりという事もあったが、なんとか話が落ち着いた。お送りした図面も計画も理解はできる
んだけど、本当にそんな事するのかといった反応で、今回のプランは普通やらない類のものなのだろうかと若干の不安が。帯鋼は
理想は幅が152mm必要だが、その場合200mmの規格サイズのものから切り出す必要があり、しかしその部材が9月まで入ってこ
ないとのことで、結局規格150mmのものを使うことに。2mm減る事が吉と出るか凶と出るか。帯鋼は長さが2500mmは必要なの
だが、もし200mm規格だったらそれをシャーリングで切断してもらう必要があった。2500mm切れるシャーリングって考えるだけ
でとんでもない。明日直接引き取りにいくことになったのだが、できればちらっとでも機材を見てみたい……。帯鋼の件が落ち着い
た後、CRAFT・1でいただいた木材を使って帯鋼取り付け用パーツを作っていたところ、丁度北村さんから電話があった。CRAFT・
1は今日で作業場を片付けきる予定らしく、道具など使える物があれば持って行って良いと言っていただき、お言葉に甘えさせてい
ただくことに。平山さんに車を運転していただき、野村さんと3人でCRAFT・1へお伺いする。ご主人も外出許可を取られたようで、作
業場にいらっしゃったのでご挨拶できた。両腕を骨折されている状況で片付けに来るバイタリティに驚かされる。でも、どうかお大事
になさってください。鑿や鉋などかなりの数の道具を頂き、ただただ恐縮するばかり……。どれも必要なものばかりなので、大切に
使わせていただきます。今回の制作にも早速いただいた道具を使わせていただくことになるが、それらを使って作品が出来たら見
ていただきたいな。作品は不確定要素が多いが、なんとか形にしていきたい。CRAFT・1での積み込みと積み下ろしを平山さんと野
村さんにお手伝いいただき、無事スタジオに帰還。本当はホームセンターへ行かれるついでに車に乗せていただくはずが、お昼に
なってしまった。お時間いただいてしまい申し訳ありません。曲げ機制作も順調に進み、残すところ帯鋼を待つのみとなった。スタジ
オの換気口のプレフィルターがまた詰まってきたので掃除。曲木のテストの目処が立ってきたので、正木さんに連絡。8月3日（日）
の午後決行となる。野村さん、出勤日を変更いただく形になってしまい申し訳ありません。正木さんから、制作費の一部を前倒しで
お支払いいただけるよう会社に掛け合っていただいていることを教えていただいた。本当に有り難い……お金枯渇問題はしょっ
ちゅうだが、いつもは自分一人で耐え抜くばかりだったので、こうして気にかけていただけたこと自体が何よりの救い。前払いの可
否に関わらず既に十分助けられた。お金ないのはいつもの事なので、これ以上はどうかお気になさらずです！多分周りが思ってい
る程自分は気にしていません。先日は自分への戒めのために（そして、何気に制作に直結する内容のため）書きました。ちなみに、今
日丁度別件の仕事の報酬を得ることができ、なんとか明日の帯鋼のお金を払えそうです！素晴らしいタイミング。3日は、できれば蒸
しの待ち時間を利用して鍛造用の炉のテストも行おうということになった。帯鋼は電車&徒歩では運べないだろうと言われ、レンタ
カーを予約。今夜中に借りる必要があり、早めに文化村を退出。帰り際に少しだけダンボール薪づくりをした。

月日 黒川予定 主な内容（予定含む）
7月31日木 13:00–17:20 午前中大阪にて仕事の後、帯鋼を購入しに東大阪の会社へ。何故か従業員の方 （々5名ほど）全員にお出迎えされ驚いてしまった。

どうもかなり珍しい注文だったらしく、みなさん気になっているご様子。使ってみてどうなったか教えて欲しいとの事だったので、また
曲木の結果をご報告差し上げようと思う。商品を納めるだけでなくてその後にも興味を持っていただけるなんて嬉しい。購入させて
いただいた帯鋼はかなりコンパクトに梱包していただいており、結局レンタカーは必要無かったのでは……と思いつつ文化村へ向
かっていると、ちょうど北村さんから連絡があった。CRAFT・1の片付けをまだ続行中とのことだったので、そちらに目的地を変更。木
材の工作物を解体したり、場内の荷物を外に出していく作業をして、途中お越しになったCRAFT・1のご主人にご挨拶（何度お会い
してもパワフルな方だなと思う）。またいくつか木材や道具などもお譲りいただてしまいました。車の返却時間もあったので最後まで
お手伝いできず無念。自分だけ早めに退出させていただき、文化村に荷物を搬入。帯鋼の梱包を解いてみると普段使っている鉄材
と全く違うので驚いた。焼き入れ鋼板のためかなり硬そうだが、穴開けられるんだろうか……。車を京都で返却する必要があったた
め、穴あけや曲げ機制作の作業は諦めて、いつもより早めに文化村を退出した。

8月1日金 不在 正木さんより、制作費の一部を前倒ししてお支払いいただくことが可能になったとご連絡をいただいた。本当に有り難い。これでか
なり安心して制作を進められます。

8月2日土 不在 恐らく殆どレスポンスできません。すみません！
8月3日日 8:30–20:00 曲げ機制作。帯鋼にボルトを入れるための穴を開ける作業でかなり苦戦。帯鋼が焼き入れ鋼板のため非常に硬く、ステンレス用の

ドリルでも開けられない。というか、刃が砕けた。石用のドリルの刃を削って鋭利にし、ハンマードリルで開けることにした。穴を開け
る度に石用のドリルの刃がみるみる破壊されていったが、ステンレス用ドリルに比べればこちらの方が強度はあるらしく、どうにか
開け切ることができた。ドリル刃をたくさん消費して、焼き入れ鋼板の硬さを思い知った。午前中に正木さんと石場さんが到着され、
お昼頃にホームセンターに連れていっていただいた。曲木治具用の滑車等を購入。昼を過ぎてから、どうにか曲げ機が完成し、蒸し
機［※p46］と曲げ機のテストのため道具類を石作業場へ運搬。野村さん、平山さん、北村さん、正木さん、石場さんにお手伝いいた
だき、一緒に石の作業場へ。石作業場にて場を整え、蒸し始められるようになったのが結局16時前。蒸し時間にワークショップの鍛
造のためのテストを実施。ワークショップでは鉄筋を鍛造しようと思っているが、石鑿で使う鉄と比べてとても柔らかい。これならな
んとかなるだろうか。大人数で一気に鍛造を体験するのは難しいため、人数が多くなったら2回にグループを分けて実施することに
した。また、鍛造体験に併せて「さわる」展にも行ってもらい、本物の道具や制作物なども見たうえで道具づくりをすれば、より濃い
体験になるのではという話に。ワークショップの流れや時間の使い方などのオペレーション面は、作業のテストも含めてもう少し詰
められる点が多そう。18時すぎ、試しに木を曲げてみることにした。正木さん、石場さん、野村さん、平山さんにも作業を手伝ってい
ただいて、木材を曲げ機にセット。今後は一人で53本進めないといけないので、うまいセッティング方法を考える必要がありそう。
曲げ機で木を締め始めると、ワイヤーを通していた金具が破損（正確には、金具を留めていたビスが力に耐えきれず折れた）。金具
の付け方を変えてもう一度試すと、今度はワイヤーが切れた。ワイヤーそのものの耐荷重は問題なかったが、金具との接点に強い
力がかかり、そこから切れてしまった様子。結局この日は木を曲げきることはできなかったが、ワイヤーが切れるまでの段階では木
自体は曲がっていっていたので、もしかしたら曲げ機の強度さえうまく確保できれば何とかなるのかもしれないと希望も生まれる。
蒸し時間はやはり3時間が良さそう。午前中に1回、夕方に一回のペースでできると良いが、そんなにスムーズに行くだろうか。とい
うかその後の作業を考えると、このペースでも間に合うか怪しい。その後、曲げ機の改善策を考えて石作業場を撤収。帰りに正木さ
んにホームセンターに連れていっていただき、太いワイヤーロープや滑車などを購入。重い物ばかりだったので、車に乗せていただ
き本当に助かる。今日はスタジオに一般の来訪者もちらほらあり、また石作業場には文化村の職員の方々もお越しになったので、
いろんな人にお会いした一日だった。お手伝いいただいた野村さん、平山さん、正木さん、石場さん。屋外で遅くまでありがとうご
ざいました。お疲れが出ませんように。家に帰ってから熱中症の症状が出ることもありますので、どうかお気をつけて水分しっかり
とってください。

8月4日月 8:20–20:00 曲げ機を改良し、テスト実施。前回同様3時間の蒸しにした。曲木作業の際に野村さんと北村さんにお越しいただき、手を貸してい
ただいた。新品のワイヤーで癖がついていないためかえって締め辛く、少々苦戦もなんとか無事締め上げることができた。クランプ
の取り付け方も改良が必要も思われた。木を蒸している間は石を彫ったり曲げ機のセッティングなどをしていたが、あまりに暑くて
15分ごとに頭から水をかぶって何とかしのいだ。曲木作業が終わる頃には流石に疲れてしまって、スタジオに戻って昼食をとった後
に畳の上でテントを張って睡眠。セットしていたアラームで起きられず、1時間くらい寝てしまった。往復5時間かけて来ているのに昼
寝するなんて何とももったいない。でも、その後の作業はかなりマシになる。午前中に外作業が入る場合はシエスタを導入してもい
いかなと思う。昼寝の後は2本目の正直面を削り、16時頃に再び屋外へ。木を蒸しつつ石彫。野村さんや北村さんと館内アナウンス
の実施なども相談いただく。看板の設置など、石の作業場へ人を誘導する方策を色々と練っていただいており、ありがたい。19時
から2度目の曲木。今度は蒸し時間2時間半にしたが、曲げること自体は問題なさそう。明日固定を外した際の戻り具合をみて蒸し
時間を判断する。それにしても、曲げ機の固定を外した際に木がもとの状態に少し戻ってしまう事は分かっていたが、側板の寸法は
それを計算に入れられていない。完成形は当初の寸法より湾曲が緩やかになって上下端が広くなるため、その分を最後に締め直さ
なければならない可能性が出てきた。最後に全て板を合わせた状態で一気に締め上げるなどの方法をとることになるかもしれない
が、その場合の締め上げに必要な力は計り知れない。夜の曲木を終えて閉店間際のホームセンターで買い出しをしてから帰宅。そ
ういえば、これまでは10時すぎくらいに一食ごはんを入れて一日4食で続けてきたが、午前中に曲木作業が入った関係でそれがで
きなくなった。体力を持たせるために別の方法を考えなくては。明日もすぐ曲木作業を行いたいが、次の正直面の削りが完了してい
ない。全体の作業の流れをスムーズにできるよう、毎日の時間の使い方などを検討していく必要がありそう。ひとまず明日は午前中
に削り作業を行い、午後とできれば夕方に2度曲木作業を行うことにする。少なくとも1日3本できるようにならないと、その後の作業
がかなり厳しくなる。

8月5日火 8:20–20:30 午前中、正直面を2本分削り終えたのちに前日の曲木を取り外した。2時間半の蒸し時間でも曲げ具合は同様となった。締め方の
改善によりねじれも無くなった。しかし、やはりもう少しきつめのカーブに曲げたいと思い、悩んだ末に曲げ機をさらに削ってもっと
きつめの角度の曲面にすることにした。曲げ機の両端に金属があることにより削るのに一手間かかる。あまりの暑さに途中で断念
し、スタジオにて遅めの昼食。少し寝ないと体が持たないと思ってシエスタタイムにしたが、これが間違いだった。テントの中が居心
地が良すぎるのか睡眠不足なのか、全然起きれず、また1時間半近く寝てしまったかもしれない。慌てて再び屋外へ繰り出し、曲げ
機削りの作業を始める。結構な量を削らないといけないが、鑿と鉋なのでやってもやっても終わらない。ようやく曲げ機が出来たの
が19時頃。差し金も使いつつ削ったので、バージョン1.0よりは良い面が出せたと思う。野村さんと平山さんが削り作業の途中から
お越しになり、暑いのに立ち会っていただいた。蒸していた木材を一本曲げ機に装着して曲木テスト。カーブが急になってもうまく曲
げられた。冷ましている間に片付けをして、1時間後に型から取り外した。前よりは良いかもしれない。とはいえ、結局最後に正直面を
削って調整するプロセスは必要になりそう。20時より2本目の曲木。こちらも問題ない。型から外すタイミングがどれくらいが適当な
のか、明日1本目と2本目を比べて検討してみたい。諸々終わったのが20時半前ごろ。遅くまで野村さんと平山さんに立ち会っていた
だき、本当に恐れ入ります。これから毎日のようにやる作業ですので、ご心配なく放っておいてやってくださいませ……！どうかお疲
れが出ませんように。野村さんと平山さんから、歴史の職員の方（技師さん？）からワークショップの際に道具についてお話いただく
ことができるかもしれないと教えていただいた。とても楽しみ。今後打ち合わせなどをさせていただく予定。また、夕方には文化村職
員の中筋さんにホワイトボードの絵を描いていただいた。グルングルンを絵に描くのは難しいと思うが、とってもいい感じに描いて
いただき驚いた。自分は絵は全然駄目なので、来た人に分かりやすいサインを描いたり作ったりしていただけるのは本当に助かる。
野村さん作成のサインも色々とパワーアップしていただいている。この先少し来れない日が続いてしまうが、お盆明けくらいから今
より人が来やすい状態になっていたらと思い、自分もスタジオをもう少し片付けねばとか、やっぱり何か描かないととか、色々と考
える。が、毎日そう思うばかりで全然余裕がない。言い訳せずに頑張らなくては。そういえばパラソルの一件の後、交通整理の方々
とはすっかり顔見知りになり、石作業場との行き来の際や毎日の行き来など、出会った際にはお互いに声をかけあっている。ここ数
日の外作業で日差しの辛さを身をもって経験し、彼らの凄さを改めて思い知った。いつも暑い中ありがとうございます。パラソル以
降は何ができているわけでもないのだが、会うたびに声をかけあって、一瞬ほころんだお顔を見て、自分も暑さを紛らわせていただ
いている気がする。今日は家に着くのが23時すぎ。いつも朝6時頃に家を出ているので、シエスタのぶん早く帰ったほうが良い気も
してきた。もはや何が何だか分からなくなっている。明日はスタジオにて正直面削りから始める。
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月日 黒川予定 主な内容（予定含む）
8月6日水 8:20–16:00 ［※日誌見当たらず］
8月7日木 8:20–17:00 ひたすら正直面削り。正直台の鉋を研ぐとかなり作業性が増すことが分かったため、今後はこまめに研いでいこうと思う。7本削って

終了。外作業の体力的なハードさに紛れて分からなくなっていたが、正直面削りが結構大変ということを思い知る。富士山から戻っ
たらまた頑張らなくては。

8月8日金

8月9日土

8月10日日

不在 富士山は何の問題もなく、拍子抜けするくらい楽に登頂できた。同行者の荷物を追加で背負ったり周りの人のサポートもできるくら
いの余裕もあった。制作より楽だし、どちらかというと梅田に半日いる方がキツい。富士山については、事前に知人から変化がなく
てつまらないという話をよく聞いていたがそれはいい意味で裏切られ、たくさんの良い石や自然の造形を目にすることができたし、
修験道をはじめとする信仰の姿など、お山との関わりの歴史についても様々に知ることができて大変良い刺激になった。今回の制
作にとってもいい影響を与えてくれるものになったと思う。

8月11日月 8:20–19:40 ついにフライヤーの実物を手にすることができた！かっこいい写真とデザインで、本当に嬉しいです！麥生田さん、塩谷さん、内容を
調整いただいた関係者のみなさま、ありがとうございます。スタジオで作業していると、前のスペースに配架されているフライヤーが
どんどん手に取られていっているのが見えます。フライヤーに負けないよう、自分の作業も頑張らなくては。そして塩谷さん、お中元
ありがとうございます！灼熱の作業に果物ジュースは天国すぎます。外作業の日にキンキンに冷やしていただきます！今日は天気が
怪しかったため、正直面削りに集中することに。ひたすら作業して18本進んだ。これまでの物と合わせて半分以上は削り終わったこ
とになる。まだまだある。途中、野村さんにダンボール薪を作ってみていただいたり、北村さんや野村さんがスタジオにいらっしゃる
時には訪れた人に話しかけたりして対応していただいた。作業に追われているのでとてもありがたい。スタジオ内にも何度か人が
入って来てくれて、色々とお話しした。前の文化村の村長もお越しになった。間違いなくこれまでで一番やばいと言われたが、作業
の終わってなさなのか部屋の散らかり具合のことなのか判然としないので苦笑いで誤魔化すしかなかった。すみません。施設立ち
上げの時の経緯なども少しだけお聞きした。色々事情があったのだと思うが、使う方としては勝手に必要な形に手を加えさせていた
だいているのでそれを許していただけるだけ有り難い。明日も正直面削りを続ける予定。

8月12日火 8:20–16:30 引き続き正直面の削り作業。材の幅が大きいものになると削るのが大変になってくる。昼頃に平山さんと野村さんのホームセンター
買い出しに便乗させていただいた。買おうとしていたレバーブロックは高過ぎたので諦め、ネット購入することにした。今日はいつも
より早めに退出。正直面削りは残り12本。

8月13日水

8月14日木

8月15日金

不在 お盆休みいただきます。

8月16日土 8:10–20:00 曲木作業と石彫。どうにかして1日のうちに行える曲木の回数を増やしたいと思い、蒸し時間を2時間半ほどにして、早めに型から外
してからレバーブロックで再び締め上げる作戦にした。レバーブロックでの締め具合をどの程度にするのが適当なのか、この方法
できちんと曲木ができるのか、明日レバーブロックから外した状態を見て検討する。今日は一般の方が何組も石の作業場に見学に
来てくれた。野村さんや平山さんに日々バージョンアップしていただいているサインのおかげかもしれない。蒸し時間中は石彫をして
いたので、昼食時以外はほぼずっと外作業。お盆前よりも暑さのピークが少しましになってきて、お休みをいただいた後だったことも
あってかシエスタなしで続けられた。赤蜻蛉も飛び始めている。立秋も過ぎて、もうすっかり秋だ。とはいえ、水は10分ごとに頭から
かぶらないと無理。結局、どうにか4本ほど曲木ができたので、明日の結果を見て大丈夫そうであれば、これで進めようと思う。毎日
このペースだとさすがに体力が持つか心配ではあるが、ひとまずやってみようと思う。帰りの電車が大阪方面の沿線火災の影響で
進まない。果たして無事に帰宅できるのか……。

8月17日日 8:10–20:00 引き続き蒸し&曲木と石彫。石は穴が少し深くなってきて、早速短い鑿が使いづらくなくってきたので、彫る作業と並行して長めの鑿
の準備も進めることにした。午後に休憩がてら？スタジオで正直面削りを一本進めた。親子連れが訪れてくれた後、正木さんがご家
族と一緒にお越しになった。外の作業場で北村さんも一緒に歓談。お団子ありがとうございます。そういえば、何故か朝から頑張れ
ば曲木を1日に5本できるのでは！？と思っていたが、終わり頃になって4本の間違いだと気づいた。日が沈んだ後、ヘッドライトをつ
けて今日の最後の一本を曲げようという際に治具のチェーンブロックが壊れ、うんともすんとも言わなくなった。かなり手こずってス
タジオの退出が5分ほど遅れてしまった。申し訳ありません。結局、型から外したあとの固定用のレバーブロックを曲げ機のチェー
ンブロックに差し替え、固定用にラッシングを出動させたが、これではパワーが足りないということが判明。泣く泣くレバーブロック
をもう一個注文した。レバーブロックが届くまで曲木は1日3本になりそう。また、曲げ機のワイヤーをかけているボルトがすっかり曲
がってしまい、こちら状態を注視していく必要がありそう。まだ10本程度なので、終わるまでにはいくつかパーツを替えないといけな
いかもしれない。

8月18日月 8:20–19:50 休館日のためいつもの出入り口が使えない状態だったが、いつも大荷物を出し入れしているのを見てくれていた警備員さんが手動
でガラス戸を開けられるようにしてくださった。今日は荷物の出し入れも多かったので本当に助かりました。朝、文化村職員の松長さ
んと9月の幼児向けアートプログラムの打ち合わせ。ダンボールを素材にプログラムを実施されるとのことで、14日にダンボール薪
やそれを使って行う制作についてなどお話しさせていただくことになった。20分間だけではあるが、子供たちからどのような反応を
もらえるか楽しみ。今日はまた少し前の暑さに逆戻りしており、外作業時の体が重い。長い鑿の準備などする。蒸し機の内側の棚に
使っていた角材が駄目になってしまったので、ホームセンターへ買い出しに行き、ボルトを換装した。また、午後から突然の雷雨の可
能性ありとの情報があり、急いで電気系器具の仮保護のための屋根を作成。結局雨は降らなかったが、これで今後突然の雨に対応
できそう。レバーブロックが足りなかったが、ベルトラッシングで無理をしてなんとか4本の曲木が完了。昨日、正木さんから吉野エリ
アの製材所で火事があったらしい話を伺った。吉野中央木材さんかはわからないし、人的被害はなかったようだが、建物や設備の
被害の状況など心配。

8月19日火 8:20–19:50 引き続き曲木作業。朝何時から蒸し始められるかでその日の終わり時間が大きく左右されるため、朝はかなり慌ただしい。日中は暑
いので蒸し待ち時間に石彫よりもワークショップの準備などを優先した。16時から文化村内の歴史的建造物修復工房の堀之内さん
と打ち合わせ。工房にも案内していただき、道具をたくさん見せていただいたり、鉋や槍鉋、釿など少し使わせていただくことがで
きて、貴重な経験になった。どの道具もよく研がれていて美しい。鉋の裏刃や台の仕込みについてや、平鉋を四方反りに改造できる
かなど、技術的なこともお伺いすることができ、個人的にも実り多い時間だった。よく考えたら木工技術に関して人に教えていただ
いたのは人生でこれが初めて。堀之内師匠、ありがとうございます。修復の工房を見せていただいた後は自分の作業場（屋内・屋
外）をご案内した。普段から作業している方とあって、目の付け所が一般の方々と違って面白い。お忙しいのに長い時間をいただい
てしまったが、楽しんでいただけていたらと願う。曲木作業は一番幅の狭い108mmの材が終わり、122mm幅の材に突入。幅が広
がった分曲げるのが大変になった。この先まだもう2段階ほど材の幅が増していくが、クランプなど追加しなくて大丈夫だろうかと若
干の不安があるが、とりあえずいけるところまでこのまま進めたい。この日もいつも通り4本完了。日が暮れてから、ファンベストを外
して石を彫る。風も車の音もなく、あたりは虫の音にだけ包まれていて、気持ち良く鑿を叩いていける。ただし蚊の餌食にはなる。

8月20日水 8:20–19:40 曲木作業と並行してワークショップの準備。朝から耐え難い眠気に襲われ、1本目の木材を蒸している間にテントで仮眠。連日の睡
眠不足が溜まっている感がある。どうでもいいがこのテントでひとたび眠るとアラーム通りに起きれたことがこれまでに一度もない。
今回も例に漏れず、魔のテントにやられる。なんとか蒸し終わりに間に合うように起きれて良かった。昼に薬師寺の小学生向けプロ
グラムの一団が訪れ、正直面削りなど体験していった。皆とてもしっかりしており作業の説明も理解が早くて驚いた。午後に平山さ
んと野村さんにホームセンターに連れて行っていただいた。自転車牽引カートで炭を買おうとしていたので、車に乗せていただきと
ても助かりました。ありがとうございました。ワークショップの購入物品については一通り揃ったと思われる。あとは作らないといけ
ないものがいくつかあるので、明日頑張らなくては……。そういえば、数年前の吉野でのMINDTRAILで作品を見たという親子が
たまたま見つけてスタジオに見に来てくれた。数年前の展示だが覚えていてくれて嬉しい。今日も曲木は4本完了。結局石彫をする
間もなく一日が終わってしまった。そういえば、スタジオでの晩ごはんもすっかりお馴染みになってきた。4本目の曲木作業を終えて
からスタジオに荷物を運び込み、電車に間に合うように急いで掻き込む。帰宅が22時～23時くらいになるので食べないとお腹が
もたない。あとはスタジオで泊まれたらほぼ動物園の猿的アーティスト観察システムが完成しそう。畳とテントはあるからいつでも
出来るんだけどなと思いつつ、毎日自分の布団で寝れるのでこれはこれで良いかなとも思う。

月日 黒川予定 主な内容（予定含む）
8月21日木 10:00–19:00 曲木作業とワークショップの準備。火を起こしてワークショップ用の鉄を叩いていく。文化村の職員のみなさまもお越しになったの

で、鉄を叩く作業を体験していただいた。午後には三重からの親子連れも来てくれて、この方々にも体験してもらった。ワークショッ
プの良い予行練習になった。夕方に修復工房で仏像修理に携われている美術院の方がお2人でお越しになり（お2人とも大学で彫
刻専攻だったとのこと）色々とお話しする。春日大社の鼉太鼓の修復は美術院さんが担当されたとのことで、太鼓の内側の骨組みに
ついて尋ねるも、そこまでちゃんと見てなかった……と言われた。修復についても、痛みの具合から実用よりも形を保存する方向に
舵を切られたらしく、実際には側板の継ぎ目も隙間だらけで漆と砥の粉でかなり埋めてあるらしい（埋めてるのは元々かも？）。ワー
クショップ用の火造り［※p23］のついでに石鑿用の鉄も焼き入れして石を叩いてみたが、あっという間に先端が潰れる。これでは使
い物にならないので、何か対策を考えなくては。曲木は4本完了した。平山さん、野村さん、連日朝から晩までワークショップの準備
ありがとうございます。

8月22日金 不在 京都で別件の仕事が入ってしまい文化村に行けず。家で鰹節削り用の鉋の箱を制作。
8月23日土 8:20–17:30 ワークショップ「鉄鰹グルングルン」。朝から急いでスタジオの片付けと火造り場のセッティング。また、枯節削り用の削り馬を急遽制

作した。交流ラウンジの準備などは、文化村の職員の皆さまや正木さん、石場さんにすっかりお任せになってしまった……。ありがと
うございます。ワークショップには県内外から、また子供に大人、アーティストやそうでない方など、少人数のわりに様々な属性をお
持ちの方にご参加いただくことができた。軽く導入を済ませてから自分は火造りの準備に取り掛かったが、修復工房の見学を終え
てみなさんキラキラした目で火造り場にお越しになったので、きっと修復工房で良き体験をされたのではないだろうか。堀之内さん、
ありがとうございました。これから、さっき本物を見ていただいた槍鉋をつくりますとみなさんにお伝えすると、ええ～！？な反応だっ
たが、ハードルが上がりすぎただろうか？しかし、本物を見てイメージがより具体的にできるようになったのではないかと思われる。
鍛造作業が始まるとみなさん真剣なお顔に。熱して赤くなった鉄に良い反応がもらえて嬉しい。作業は、それぞれに叩き方が違って
とても興味深かった。鉄を叩いて伸ばすだけでもここまで個性が出るのか。それにしてもみなさんお上手で、2人の子供さんもきれい
に叩いていくのでこちらが驚かされた。こちらも盛り上がってたくさん叩いて欲しくなり、時間が予定よりオーバーしてしまったが、無
事全て鍛造が完了。グラインダーで粗く研磨してスタジオへ。研ぎ作業もみなさんに体験してもらったが、こちらもみなさんお上手。
研ぎを体験してもらった後に鰹節削り開始。正直、槍鉋もどきでここまでちゃんと削れると思っていなかったので自分でも驚いた。突
貫だったが、削り馬作っておいて良かった。槍鉋のあとに台鉋でも鰹節を削ってもらい、それぞれにお食事して終了。すっかり時間を
オーバーしてしまい申し訳ありません。工房の見学から鍛造、研ぎ、鰹節削り、食事と盛りだくさんの企画だったが、なんとか無事事
故なく完了できたのはスタッフの皆さまのおかげです。ありがとうございました。そして素晴らしい参加者の皆様に拍手。自分にとっ
ても、たくさんの良き刺激をいただいた一日になりました。皆さま、ありがとうございました。ワークショップ後には塩谷さんからのお
中元のジュースをいただいた。作業の後のジュースで身体が潤う。塩谷さん、ありがとうございます！その後、曲木作業のプロセスを
麥生田さんに撮影いただいた。

8月24日日 8:20–19:30 通常作業再開。日中は曲木作業と正直面削りを中心に進めた。曲木作業は9月に入っても続きそう。分かってはいたし想定よりは
早く進んではいるが、それでも作業がもっと早く進められたらなどと無理なことを考えてしまう。仕方がないので淡々と進めるしか
ない。曲げる木材の幅がまだあと2段階増すことを考慮して、曲げ作業のプロセスを一部改変。これまでより少しスムーズに進めら
れるようになった。ワークショップの準備でしばらくできていなかったが、久しぶりに石も彫れて嬉しい。夕方に石を彫っていたタイ
ミングで、石の作業場に若いカップルが訪れてやけに熱心に話を聞いてくれるので何かやってる方ですかと伺うと、彼氏さんの方
が庭師をやっているそう。石について聞かれたので生駒石ですと言うと驚かれ、よく生駒石なんて彫りますねと言われた。生駒石、
やっぱりかなり硬い部類らしい。日が暮れて3本目の曲木を外したあたりで雨が強く降り出し、4本目をセットするタイミングで土砂
降りに。あたり一面池のようになり、自分もドロドロになるもなんとか曲木は終えられた。全身びしょ濡れで風邪を引いてはまずいと
思い、少し早めに退出した。帰りの京阪電車が雨と落雷で全線運転見合わせとなり帰るのに難儀した。びしょ濡れで電車の冷房は
さすがに冷える。翌日は夜行バスで東京だし体調管理をしっかりしなくては。

8月25日月 不在 ちょいと病院行ってきます！すみません！
8月26日火 不在 夜行バスが朝早くに到着したので色々調べていたら上野に石工具屋を発見。ついに日本で3軒目の石工具屋を見つけた……！お

店の方に色々話を聞き、ハツリ機用のノミなど長めのものを買わせてもらった。かなり重たいが、これが生駒石にも耐えうることを願
う。午後、野村さんに曲げ機にはまったままの側板を外してスタジオに入れていただいた。暑いのにありがとうございます。曲げ機も
側板も雨の影響を受けていないことを願う。

8月27日水 8:20–19:40 曲木と石彫、正直面削り作業。今日は朝から麥生田さんに作業の様子を撮影に来ていただいた。カメラによろしくない環境下にも
関わらず、攻めの撮影をしていただきありがとうございます。正木さんとGallery PARCの今岡さんにもお越しいただき、作業を見
守っていただきながらの一日となった。差し入れとてもとても嬉しいです。業務スーパーシリーズもありがとうございます……！残り
1ヶ月、これをいただきながら頑張ります。帰り際に野村さんから現在の活動について説明するハンドアウトを見せていただいた。説
明関係の情報を何も用意できておらず申し訳ありません。すっかり作業に追われているので、とても助かります。曲木はやり直しの
物も含めて残り18本。やっと約3分の2が終わった。正直面削りは残り2本。なんとか曲げ機が壊れずに持ち堪えてくれと願う。それに
しても今日は涼しかった。毎日こんな感じだといいな。

8月28日木 8:20–20:20 引き続き曲木作業と石彫、正直面削り。ついに正直面削りが終了した。作業の合間に少しずつ進めてきたが、それにしても時間がか
かった。これで明日からは曲木と石彫がメインとなる。単管の準備も少しずつ進めておこうと思う。今日は日中はまた暑くなったが、
夕方になると涼しくなって作業が捗る。石は穴が深くなってきて（まだまだだけど）どんどん彫りにくなってきた。彫り進めるペースが
遅くなってきている。遅くなれば遅くなるほど石を彫っている実感が湧いてくる気がする。今日から、夕食をとってスタジオの鍵を返
却した後に少し石を彫ってから帰ることにした。夜は虫の音だけで風も無く、鑿を打つ音がよく響いて気持ちが良い。

8月29日金 8:20–19:40 曲木作業と石彫。昼間に単管の位置決め。鑿、鉋、鉈をいくつか研いだ。昼間は相変わらず暑いが夕方は涼しく、石彫がはかどる。
穴が深くなってきてパラボラ状態になっており、彫る音が耳に直撃するようになった。試しに耳栓を使ってみたところ、耳のダメージ
は無くなったが何だかうまく彫れない。どうやら鑿の当たり具合を音で判断していたらしい。仕方がないので耳栓は使わないことに
した。最近一時的な難聴になっており、人の声が聞き取りずらくなっているので、ほどほどに音が聞こえる耳を塞ぎきらない耳栓は
ないものかなどと考える。翌日のワークショップに備えて、今日は延長戦なしで帰宅。

8月30日土 不在 滋賀の「山中SUPLEX」にてワークショップ参加。
8月31日日 8:10–20:30 引き続き曲木作業と石彫。午前中はタルの組み上げ用の単管を組んだ。今日はまた日差しがきつい。日曜日だからか人が多く、家

族連れで何組かスタジオや外の作業場にも来てもらえた。わざわざ外まで来てくれる方々は、辿り着くまで大変だからか、その分前
のめりに見てくれている気がする。石を彫るのをやってみたり、曲木をまじまじと観察したり、カエルを追いかけたり、賑やかだった。
創作関係の仕事ではなく普通に働いていますという子供連れのお父さんは、石を少しずつ彫り進めるのを見て何故か「やっぱりそ
うだよな、俺も頑張ろ！」と言い始め、こちらからは計り知れない気付きがあった様子。謎。この文化村クリエイション事業の前任担
当者の方もお越しになった。遥々見に来ていただきありがたい。夕方、野村さんからドローイングや図を描いてほしい旨をお伝えい
ただく。かなり前から言われており、描きますと言っておきながら作業に追われているのを言い訳にずっと描いていなかった。野村
さん、申し訳ありません……！！自分としても、いつも作品が売れない物ばかりでドローイングが唯一買ってもらえる可能性のある物
であり、少しでも制作費を補填するのにもっとドローイングを描かねばと、展覧会のたびに思っていたのでした（不純な動機ですみ
ません）。今後しばらく側板組みでバタバタしそうだが、なんとか時間を設けて何か描かねば。先日、防音しきらない耳栓というもの
を見つけたので、早速買って使ってみた。聴覚過敏の方や音楽のライブで耳が疲れる方などか使うものらしい。石鑿の打撃音が程
良く抑えられて、多少の彫りにくさはあるものの、これなら耳を痛めずに進められそう。曲木は、このままトラブルがなければあと2日
で終わりそう。3日にタルの組み上げのためのセッティングをして、4日に試しにやってみる感じか。やはり単管や単管用クランプが
もっと必要になりそう……また買うのか……。
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月日 黒川予定 主な内容（予定含む）
9月1日月 8:20–20:20 曲木作業と石彫を続ける。昼間は、曲げた側板を後日屋外に運搬するために台車をカスタマイズしたり、スリングやラチェットなど

の道具を移動させたりなどした。また、これまで机の上に置いたままで見えないふりをしてきたレシートの束やネットの購入履歴を
こっそり合算してみた上で、とりあえず一旦忘れることにする。太鼓の皮の値段を調べたらかなりの金額で、今回は買えそうにない。
いっそ打面も木で作ってしまうのもありかも。今日は野村さんに交流ラウンジにダンボールちぎりコーナーを作っていただいた。あり
がとうございます。ダンボール薪作業までお手伝いいただいてしまい恐縮です。今後誰かちぎってくれますように。石彫はいよいよ
焼き入れが必要な鑿も使い始めた。出番が増していけば、今後かなりの頻度で焼き入れをしないといけないのではないか。この鑿
と石に適した刃の付け方がまだ決まりきらないこともあり、こちらの鑿はさらに彫るスピードが遅くなる。まだまだ彫らないといけな
いが、間に合うか。9月に入ったが日中はまだ暑く、相変わらず交通整理のおっちゃんや警備の方々と声をかけ合ってお互い励まし
合っている。屋外仕事という共通項からか何となく互いに共感できるところがあり、彼らの存在に助けられている。曲木は残すところ
あと2本。明日無事完遂させたい。

9月2日火 8:20–19:50 朝起きると手がかなり浮腫んでいる。少々飛ばしすぎたか！？今日は石彫りはやらないで、手を休ませることにした。寝不足もあり、
午前中に少し仮眠をとった。曲木は最後の2本が無事終了。長かったが、どうにかここまで辿り着いた。曲がり具合は少しまちまちで
はあるけれど、今後の作業で工夫して帳尻を合わせたい。何の迷いもなく53本曲げてきたが、今後の作業については殆ど未知数。
色々と対応を迫られそうだが、ここの進み具合でレジデンス中の作業の終着地点が決まってくると思われる。お昼すぎに交通整理
のおっちゃんから9月で出てしまうんか～寂しいわと言われ、こちらも寂しい気持ちになってしまった。現実はまだまだこれからやる
事だらけで、全く終わりを想像できないのだが……。午後には曲げた側板を全て屋外作業場に運び出した。職員のみなさまに助け
ていただき、あっという間に運びきれた。皆さま、本当にありがとうございます。風が心地よく、そのまま外でしばし歓談。単管の枠に
ブルーシートで簡易の屋根を作成。その後蒸し機や曲木の道具を片付けたりして、次の作業のしつらえを準備。明日と明後日は雨が
降るようだが、なんとか切り抜けたい。夕方、平山さんと今後の作業についてお話ししていて、スタジオ内での作業が鉋の刃研ぎと
ダンボール薪づくりくらいになるかもしれないことに気付いた。ということは、ほとんど外作業か。これまでは側板の蒸し・曲げ作業
に合わせて毎日の予定が決まっていたが、作業内容が変わって一日の流れも変わるため、また最適な手順を探っていきたい。明日
は朝からホームセンターへ買い出しに行く予定。

9月3日水 8:10–19:40 朝からホームセンターにて買い出し。色々欲しいが最小限に留め、単管も一旦は買わないことにした。業務スーパーにも寄って食料
を買い込んだ。文化村に到着してからはタルを組むスペースの床づくりをした。15時頃から雨が降るかもしれないという情報もあり、
床制作を急いで進め、その上に側板を積んで養生。ブルーシートも調整。明日以降は確実に雨なので、これで凌げることを願う。曲
木関係の道具類をスタジオに引き上げ、結局15時ごろに昼食。義理の父と母が見にきてくれて、道の駅のめはり寿司を買ってきてく
ださったのをいただいた。初めて食べたがとても美味しい。高菜の香りと塩味がきいていて疲れた体に沁み渡った。夕方には側板
を立てて合わせていくための補助ベルトを組んだ。しかし、明日からはしっかり雨のため実際に側板を組む作業は少し先になってし
まうだろうか。台風も直撃しそう。今後も雨になる事も増えるかもしれないし作業も不確定な要素が多いので、あまり停滞させたくは
ない。側板を組み上げる時に部材を雨から守りつつ避けておけるスペースがあればなんとかなるかもしれないが、それをつくるかど
うか明日雨の様子をみて考える。久しぶりの石彫を1時間ほどして、雨が心配だったため早めに終了。帰り道、人身事故で京阪が止
まった。明日は大雨で止まると困るので、少し早めに帰ろうと思います。

9月4日木 8:40–16:30 行きの電車で寝過ごして奈良駅まで来てしまい、到着がいつもより遅れた。台風が迫っているため、今日と明日はタル作業はやらな
いことに。木材の雨仕舞いをした。日中は時々雨が降るくらいで、雲が出ているおかげでいつもより涼しい。石彫作業が捗った。野
村さんと少しだけトークの相談もした。ゲストにどなたかお越しいただくとなると、早く声をかけなくては。19時からの別件オンライン
ミーティングにはスタジオから参加して帰ろうと考えていたが、時間的に台風と重なるのでかなり早めに帰ることにした。涼しいから
もう少しやりたかった……石作業に関しては雨の日大歓迎です。自分ひとり先に帰ってしまったが、皆さま事故なく帰れますように。
文化村の外で交通整理されているみなさんの無事もお祈りします。

9月5日金 9:40–19:00 雨のピークを避けようといつもより遅めに出たが、結局雨風はそこまで強くなかった。大事無くて良かったです。雨がしっかり降って
いる午前中はスタジオでダンボール薪づくりをしたり、野村さんと平山さんとダンボールをちぎりながらトークの相談などをした。曲
木が終了したことで作業のフェーズが大きく変わったため、スタジオの設えもそろそろリニューアルしてもいいかも。少しずつ進めて
いこうと思います。昼に文化村の副村長からシュレッダーをお貸しいただき、試してみるとダンボールが細かくなる！！これまで手でち
ぎっていた作業が機械化されてスピードが驚くほど向上。まさに革命。副村長、ありがとうございます。午後は外で石彫。水栓の蓋を
開けると中に水が溜まっており、大量のカエルが中から出れずにぷかーっと浮いていたので、慌ててみなさんを救出した。なぜここ
に入ってしまったんや、、作業を始めたらすぐ雨が激しくなった。テントがあって本当に助かった。いつもの殺人的な日差しもなくて最
高。雨が止んでからは鑿を焼いて焼き入れした。刃の付け方を変えてみたが、果たしてどうだろうか。深くなってハツる角度もかなり
変わってきたので、今後最適形を探っていきたい。焼き入れも少しずつこの鑿の鉄にちょうど良い焼き入れ温度と水への漬け方が掴
めてきてた気がする。ちなみに諦めきれずに炭素量が少ないS45Cの鉄も再度焼き入れしてみたが、こちらは試し彫りですぐに鈍っ
てしまった。やはり石が硬すぎる。これで諦めがつきました。もしかしたらコークスでもっと焼き入れ温度を上げたらいけるのかもし
れないが、今回はこれが限界。さらばS45C。その後、バスの時間まで石彫して帰宅。そういえば、最近屋外の作業場までちょくちょく
人が来てくれる。きっとサインのおかげです。野村さん、平山さん、ありがとうございます。夕方以降、外はすっかり気持ちの良い気候
になりました。皆さま、日の沈む頃合いにシュワっとして麦の香りのする飲み物を片手にお越しになることをお勧め致します。石彫り
音のBGMあります。日曜日はいよいよタルを立てて並べてみる予定。諸々の課題や必要な作業を洗い出したい。

9月6日土 不在 山中SUPLEXでの報告会に登壇
9月7日日 8:10–20:30 午前中、タルの側板を立てて合わせる作業を実施。板の中心ほどの高さで輪状に張ったベルトに1本ずつ立てかけていく。途中の

状態もセラみたいでなかなか良い景色。板の幅ごとの並び順を間違えたり一部崩れたりしつつも、なんとか無事並べ切ることがで
きた。野村さん、中筋さん、暑い中助けていただきありがとうございました！タルの上・中・下のそれぞれにラッシングやスリングベル
トを巻いて少しずつ締めていく。自分で計算して削ったり曲げたりしておいて言うのも何だが、ここまで合うとは思っていなかった。水
が漏れないようにする必要はないので、このまま正直面の削り直しはせずに進めようと思う。かなり削り直しが必要になるだろうと
思っていたので、それが無くなって助かった。どちらかというと曲がり具合の差が全体を締めていく際の障害となりそう。12時～13時
の別件打ち合わせの後、午後からは引き続きタルの締め作業。内側と外側から木槌で叩きながら板の位置を調整していった。作業を
続けていると正木さんがご家族と一緒にお越しになった。タルの組み上がりに立ち会っていただくことができて、とても嬉しい。作業
も手伝っていただき、トークや今後の進め方等についても相談させていただいた。食料までいただいてしまい恐縮です。ありがとう
ございます。明日以降、タルは側板をできるだけ綺麗に並べながら締めていき、パーツごとに分解できるような構造にする方法を考
える。曲木をして内側に骨を入れてみてはどうかと思っている。タルをひっくり返す準備も進めなくては。できれば文化村にある単管
をお借りできると助かるかも……。箍はつくるかどうかまだ決めかねている。というか、その作業をする時間があるかどうか怪しい。
夜は石彫作業。今後しばらくはタル関係の作業がかなり多くなりそうだが、こちらも頑張って進めなくては。虫の音がすっかり秋にな
りました。

9月8日月 8:20–19:00 朝にホームセンターに直行して木材等を買い出し。文化村に着いてからは蒸し機などの機材を再び外に出し、タルの上下端を締め
ていった。しかし、どうしてもレバーブロックの当たる部分だけが強くへこんでしまう。力を分散させるために下側から始めてレバーブ
ロック3つ体制で進める。これでも凹んでしまうが、隙間に関してはほぼ良い感じで締まった。日差しと力作業で若干疲れて昼食後に
仮眠。午後はタルの上側を締めていったが、どうしても小さいレバーブロックでパワーが足りないのと、こちらもレバーブロックが当
たる面だけ凹んでしまう問題がある。あといくつか締める機材を増やしたり、ベルトスリングではなくワイヤーかチェーン等の伸びに
くい物で締めないといけなそう。内側を繋ぎ止める木材も、細い材を曲げて打ち付ける案を考えていたが、締めるのにここまで力が
必要となると、細い木では対応できなそう。CRAFT・1でいただいた木材を使わせていただくか、別の木材を入手するか……。色々
と考えつつ、いつもより早めに退出してホームセンターで資材を見て帰った。明日も朝にもう一軒のホームセンターで物を見て諸々
の対策を考えようと思う。

月日 黒川予定 主な内容（予定含む）
9月9日火 8:10–19:40 朝、二階堂のホームセンターに寄ってチェーンや建築用の束等々を購入。足場板がクリアランスセールで非常に安くなっており惹か

れるも、なんとか我慢。自宅から油圧ジャッキを持ってきていたのもあって荷物が凄い重さになってしまい、文化村までの自転車移
動は諦めバスで移動。購入した束を角材と組み合わせてタルの内側を押して歪んでいる場所の修正を試みるとそれなりに上手く
いった。試しに2つ買っただけだったので、もう少し追加で入手したい。また、レバーブロック不足とレバーブロックが当たっている
部分だけ側板が押されてしまう問題に対応するため、中古のワイヤー荷締機をネットで注文。届くまでタル作業はいったんストップ
かも。午前中の外作業中に掃除のおばちゃん達が見にきてくれて、タルを眺めたり写真を撮ったり。少し立ち話する。飴ちゃんもい
ただきました。ありがとうございます！昼食時にスタジオに戻った際に子連れのお母さんが入ってきてくれて、かなり熱心に話を聞
いていかれた。また見にきてくれるらしい。平山さんに単管パイプについて色々と探っていただいたが、結局自分で購入することに
なった。平山さん、お忙しいのに対応いただきありがとうございます。明日朝にホームセンターで単管を購入して吊り上げのための
セッティングを進めたい。そういえば曲木でチェーンブロックがお亡くなりになったので、タル吊り上げをレバーブロックでやらない
といけない。三又から落ちないように気をつけねば。石彫を進めて帰宅。明日、明後日と雨の気配があるので明日は午前中に雨対
策も行わなくては。

9月10日水 8:20–20:20 朝ホームセンターで単管パイプ等を購入。もうこれ以上何も買いたくない。文化村到着後、単管枠の上に三又を組み立てた。やっぱ
りこの上に行くの危ないよな……。何か手持ちの物で出来る限りの対策を考えたい。野村さんと平山さんに手伝っていただき、タル
にブルーシートを被せた。いつも暑い中恐縮です。ブルーシートに包まれて、これはこれで面白い見た目になっている。昼食後に文
化村職員の藤元さんとトークの打ち合わせをセッティングしていただいた。生駒石についてはそこまで多くの情報は得られなかった
そうなのだが、奈良の石という観点から色々と話を広げていただけそう。こちらとしても自分の作品の話で完結するよりも、そこから
すっかり離れた古墳時代の石棺の話とかに飛ばしていただける方が嬉しい。当日が今からとても楽しみです。トークの日のパフォー
マンス？お披露目？の方法についても平山さんと野村さんに相談。タル移動はハードルが高そう。かなりエリアを限定すれば何とか
やらせていただけるかもしれない。ひとまず雨が過ぎたら作業を進めなくては。夕方に石鑿の焼き入れ。前回は焼きなましをやり過
ぎたのか、鑿が鈍るのが早かったため、試しに焼き入れだけで使ってみることに。使ってみるとしっかり硬くて非常に彫りやすい。し
かし、気持ち良く彫り始めたのも束の間、見事に鑿の先端部分にヒビが入って欠けてしまった。これまで、焼き入れだけだと硬すぎて
割れるから焼きなましが必要なんだとあちこちで見聞きしてきたが、こうも分かりやすく割れるとは！鑿の先端の割れた所は柱状節
理みたいになっていて非常にカッコいい。割れたことで露出した鑿の内側は、鉄とは思えないような粒子がキラキラした肌になって
いて美しい。今後の作業に欠かせない道具がポッキリいってしまったショックと、鉄が潰れるのではなく割れるという初体験な現象
に対するワクワクの両方が合わさって、なんとも言えない気持ちになる。それにしても焼きなましの最適解が分からない。今後鉄の状
態変化に詳しい方に出会うことがあればお聞きしてみたい。夜は石彫をして帰宅。

9月11日木 8:20–20:20 午前中から石彫。太平のみなさんが見にきてくださって色々お話しした。21日のタル鳴らしの場所について、野村さんと平山さんに調
整していただいており、場所の候補を打ち合わせ。またお仕事を増やしてしまい申し訳ありませんが、どうぞ宜しくお願い致します。
タルの台車をどうするか考えなくては。台に載せる際に吊り上げるとなると単管枠は現状のまま必要になるが、台車を単管でつくる
となると、やはり今の単管枠を小さなサイズで組み直しておかないといけないのでは……。21日まで日が無いが、タル締め作業な
どを終えてそこまで辿り着かなくては。昼に仮眠を取ったら魔のテント再来。今日は抗えなかった。穴が深くなっておかしな姿勢で
彫っているためか肩まわりに疲れを感じる。長い昼休みになってしまったが、回復したので良しとする。日中は雨はそこまで降らな
かったが、明日も雨の予報に変わっている。タル作業は土曜日以降になりそう。木材にカビが生えませんように。

9月12日金 8:20–20:20 朝、リニューアルされた看板がお出迎えしてくれた。聞くと平山さんと野村さんが昨晩の夜遅くまで作業されていたとのこと。いつも
ありがとうございます。連日朝から晩までで、どうかお疲れが出ませんように。午前中はしっかり晴れていたのでタルの締め作業。
色々あったがおおよそ締めきれた気がする。でもできれば明日レバーブロックを一つワイヤー荷締機に差し替えたいので一部やり
直しか。パフォーマンス用のタル台車はやはり現状の単管枠を全てバラしてつくるしかなさそう。問題はバラして台車にしてしまった
状態（三又がない状態）からどうやってタルを台車に乗せるかだが、ひとまず考えない事にする。明日はまずタルを横倒しにするのを
やってみる予定。単管枠の強度が心配だが、果たしていけるのか。出来る出来ないに関わらず、怪我や事故なく実施できますように。
昼食後、急に雨が降り出したのでスタジオでパフォーマンスで音を鳴らすのに使用する木材選びをすることにした。CRAFT・1にい
ただいた物を使わせていただきます。たくさんの種類の木があり、それぞれ全然音が違って面白い。タルを横倒しにできたら、タル
の中で鳴らしてみて使う木を最終決定する予定。その後幼児チームの方々にダンボールをいくつかいただいた。シュレッダーでち
ぎるスピードが上がってダンボール不足に陥りつつあったので助かります。ありがとうございます。雨が止んでからは風が涼しくて
日差しも無いので石彫が捗った。夕方に松長さんに差し入れをお持ちいただき、お団子をもぐもぐしながらしばし立ち話。甘味が
体に沁みます。ありがとうございます。話の途中、夜になると日中の蝉の声が無くなって秋の虫の音になるという話題になったが、
そういえばその変わり目を意識していなかった事に気がついた。日が暮れる時に入れ替わるのだと思うが、どんな風に虫の音が変
化していくのだろう。夕陽が沈んでいく時間を味わうのはとても好きだけど、視覚だけでなく音でもこの時の移り変わりを味わうこ
とができるかもしれない。明日以降気にしてみようと思う。いつもつい作業に集中してしまって気がついたら辺りが暗くなっている。
たまにはもう少し周りの様子をのんびりと味わってみようと思う。夜まで石彫をして、穴に頭を突っ込んで遠くの雷の音を味わって
から帰宅。

9月13日土 8:10–19:00 午前中に再びタルの締め作業。吊り上げ用にレバーブロックを一つ減らしたため、なかなかうまくいかない。見学に何組もいらっ
しゃったり、雨が降ったりでなかなか進まず、お昼になってしまった。昼前に掃除のおばちゃん達が見に来てくれたが、雨がしっか
り降り出したので石のテントで雨宿りして戻って行かれた。飴ちゃんもありがとうございます。昼食後に少し横になるくらいのつもり
でテントに入ったが、これが間違いだった。目が覚めたら14時半。テントから出たら正木さんと北村さんが交流ラウンジにお越しに
なっていた。お待たせしてしまいすみません！その後、外に出てタルの締め作業の続き。レバーブロックを回すパワーが足りなくなり、
単管を切ってレバーを延長し、なんとか許容範囲まで締め切ることができた。いよいよタルの横倒し作業となり、単管の枠が耐えら
れるか心配だったが、なんとか崩れることなく倒すことができた。横向きになるとまた雰囲気も変わって、タルの内側も見れるように
なったりで面白い。正木さん、北村さん、助けていただきありがとうございました！一般の方も何組かお越しになったり、中筋さんも見
にきてくれて、横倒しになったタルをしばし眺め見る。遂にここまできたか。感激。まだまだ終わっていないけど。早く平山さんと野村
さん、麥生田さんや塩谷さんにも見ていただきたい。CRAFT・1のご主人にお見せできる機会はあるだろうか。昨日、音を鳴らす用
に選んだ木材を持ってきてタルの中で鳴らしてみると、水琴窟の中にいるかのような倍音たっぷりの響きが。タルのどのあたりの位
置で鳴らすのか、自分がタルに乗っているかどうかなどで響きがかなり違ってくることも分かった。木だけでなく石のみなど他の素
材も叩いてみたり、立ち会っていただいた方々にも体験していただいたりして、しばしタルの響きを楽しんだ。タルが倒せてすっかり
今日は終わりの気分になってしまい、少し早くに作業終了。正木さんに二階堂のホームセンターに乗せて行っていただき、単管台車
用のキャスターを購入し、また文化村まで送っていただいた。かなり重かったのでとても助かりました……！最後は駅まで送っていた
だいてしまい、遅くまでありがとうございます。今日はたくさんの方が外までお越しになった。この前のワークショップに参加してくれ
たご夫婦や、以前見にきてくれた方がリピートで様子を見に来てくれたりもして、それも嬉しい。明日は単管枠を一度解体して、その
部材を利用してタルの台車をつくる。無事タルを台車に乗せられますように。「てでかんがえる」の皆さまもお越しになるので、朝はス
タジオの掃除から始めようと思う。



60 61

月日 黒川予定 主な内容（予定含む）
9月14日日 8:10–20:30 文化村の幼児向けアートプログラムに参加している子供達が午後から来てくれるため、午前中は掃除したりして場を整えた。松長さん

と野村さんと打ち合わせをして、ダンボール薪をいくつか作った。どんな反応をもらえるのかとドキドキ。13時半すぎにみなさんがお
越しになり、まずは何も伝えずにスタジオ内を巡ってもらった。正直台は滑り台なんじゃないかとか、何で穴が空いているだろうとか、
鉋屑がクロワッサンみたいとか、自分の予想していなかった反応がたくさん。それにしてもどの子もとても思考がしっかりしている気
がする。スタジオ内に色々な物で溢れていたこともあったのか、いろいろ手にしてはそれらに釘付けになってしまい、自分の話なども
はや不要。とにかく目の前の素材に触ったり遊んだりすることに夢中になっている様子にあっぱれでした。途中、何度か松長さんが
皆の注意を惹くように促すと、皆すっとそちらに集中するので驚いた。子供たちとのプログラムを続けてこられる中で、彼・彼女らを
うまく引き込む技を生み出してこられたのではないだろうか。子どもたちからも、幼児チームの皆さまの振る舞いからも、たくさんの
学びと刺激をいただきました。ありがとうございました。これも文化村だからこそ実現できる出来事ですね。子ども達が帰ってから遅
めの昼食を取り、外に出てタル用の単管枠を解体。野村さんにもすっかりお力をお借りしてしまいました。その後、単管を組み直して
台車にして台車の上に三又を組み上げるも、タルがデカすぎてすぐ三又に当たってしまいそうで上げられないことが判明。もう一つ
の方法に切り替えることにした。タル、台車、生駒石の順に横並びにして台車からタルに向かって坂をつくり、タルと石をベルトスリ
ングで連結。石を重しにしてレバーブロックで坂を引き上げて台車に載せるというプラン。作業を始めるところで幼児チームの皆さ
まがお越しになり、立ち会っていただけることに。昨日のタルひっくり返し作業や今日の単管バラし作業でも思ったが、側に誰かい
ていただけるだけでこんなにも安心感が違うものかと思う。結局そばにいてもらうだけでなく手もお借りしてしまってますが……！タ
ルの台車への引き上げは、単管が曲がったりラッシングの金具が丁度単管に引っかかってしまったり、スリングが一時外れたりと問
題が続出したが、皆さまに助けていただいて、2時間かけてどうにか上げきることができた。気づいたら20時をすぎている。みなさ
ん今日はきっと既にお疲れだったと思うのですが、遅くまで助けていただき、立ち会っていただき、本当にありがとうございました。
台車に乗ったタルの響きを確かめようと音を鳴らす頃、ちょうどどこかで行われていた花火大会もクライマックスになっていた。花火
の音とタルの中で木を鳴らす音が混ざり合いながら、辺りに響いて消えていく。鳴らし終えてから皆で古墳に登って奈良の夜景を眺
めた。夏の終わりの夜を存分に味わった気がする。展望スペースに登って上からタルを眺め下ろすと、台車に乗ったタルが幼児チー
ムからお借りした照明を浴びてドラマチックな光景になっている。台車に乗ってから一気にワケの分からない見た目になった（いい
意味で）。タルの穴を通して向こうの景色が見える感じも不思議。ちょっと異様な感じもする。明日、明るい時に見たらまた違う風に見
えるのだろうか。

9月15日月 8:10–19:40 午前中はタル台車の補強作業。正木さんと石場さんがお越しになり、単管を組む作業を手伝っていただいた。単管クランプが足りなく
なってしまったが、まさかの正木さんからクランプの差し入れをいただいた。単管クランプを差し入れにいただいたのは人生初です。
ありがとうございます！昼食後も台車の補強と木材でタルの台座制作。麥生田さんもお越しになり、野村さん、平山さんとともに21日
の打ち合わせなどする。その後、麥生田さんにタルの内側を削っている様子を写真に撮っていただいた。正木さんのご家族もお越
しになった。北斎の《尾州不二見原》をリスペクトで同じ格好［※p4］で撮っていただこうとしたところ、姿勢をつくるのがかなり難し
かったが、麥生田さんの熱血ディレクションのお陰で謎の盛り上がりを見せながら何とかそれに近いものを撮っていただくことがで
きた。麥生田さん凄かったです。ありがとうございました！浮世絵を実際に再現してみると、描かれている形がどれほどつくり込まれ
ているかを実感を持って知ることができ、それも非常に興味深かった。火造りの様子や石を彫る様子も音メインに撮っていただいた
後、タルと石とを連結していたスリング切り離してタルを台車に固定。野村さん、平山さんにも加わっていただき台車運行のテストを
した。思っていたよりもスムーズに動いてくれて一安心。辺りはすっかり暗くなり、秋の虫たちの音とタルの中で鳴らす音とが混ざり
合って心地よい。移動しながら鳴らしていると、タルの向きや場所によって聞こえ方も変わっているような気がする。しばらくタルの中
で音を鳴らすのを楽しませていただき、本日の作業は終了。みなさま、遅くまでありがとうございました。

9月16日火 不在 恐らくだいたいの時間は電話対応可能です！作業したい……。
9月17日水 8:00–20:20 朝、二階堂のホームセンターに寄って足場板購入。タル内側の補強材として使えたらと考え中。積み下ろし後軽トラックを返却して再

び文化村へ。前日の別件の仕事で発生したゴタゴタが尾を引いておりなかなか集中できず。村長にも外までお越しいただいたのに
電話中でお話しできず申し訳ありません。午後からは石彫を進めて、途中休憩がてら蒸し機の図を書いた。明日もこの感じで休憩時
に図を書いたりスタジオの整理を進めたい。夜はすっかり涼しくなったが、昼間もう少し日差しが和らいでくれたらと思う。石彫、果
たして期間中にどこまで進められるだろうか。明日は午後から雨予報のため、午前中にタルにブルーシートをかける。

9月18日木 8:20–20:20 午前中に野村さんに手伝っていただき、タルにブルーシートをかけた。いつも助けていただきありがとうございます。その後石彫して
昼食。そしてまたしても魔のテントにやられてしまった。もうテント片付けようかな……。午後からは雨が降り出し、かなりの本降りに
なった。雷もなっていたのでスタジオで正直台の図を書いておいた。夕方以降は石彫を再開。穴が深くなっていよいよまともに打つ
ことができない。もはや一打で石の粒子一つずつ飛ばしていっている感じ。やってもやっても全然景色が変わらない。姿勢もアクロ
バティックな感じでエネルギー消費はどんどん増えていくのに、進むスピードはそれに反比例して遅くなっていく。夜はかなり涼しく
なって嬉しい。いつものワンコの散歩のおじちゃんともご挨拶。明日も石彫を頑張る。

9月19日金 8:20–20:10 朝から石彫。今日は深さを出すのではなく側面と上部を広げることにした。午後から野村さんとスタジオの模様替え。冷蔵庫のある
側にひたすら物を押し込んで、301側は正直台などの制作した道具だけにする。テントも嵩張るので仕舞った。さらば魔のテント。部
屋の整理にそれなりに時間がかかったので続きは明日。工具類片付けねば。夜には野村さんに道具のキャプションも作っていただ
いた。細やかにありがとうございます。ハンドアウトやスライドショーも内容を更新していただき有り難いです。文化村職員の西村さ
んも編集ありがとうございます！明日午後からまた雨になるらしく、できるだけ外に出ている物を部屋に移動させたり、乾かしていた
ブルーシートをしまったりした。タルを支える番木も調整した。今日はこれまで以上に涼しい。毎日これくらいになって欲しい。トーク
イベントまで残り1日。明日は石彫もしたいが諸々準備作業で終わりそうな気がする。

9月20日土 8:40–19:30 またしても起きたら奈良駅……。いつもより少し遅れて文化村着。午前中にタル台車の階段を簡単に制作。さすがに簡素すぎるか？
昼頃に大阪から親戚一家が見にきてくれたので案内。今日はスタジオ向かいの部屋でひまわりの家さんのワークショップが行われ
ていて、とてもいい雰囲気。ダンボールや新聞紙で魅力溢れる作品がたくさん生まれていて、何よりみなさん楽しそう。いい刺激を
いただきました。スタジオの片付けを大まかに終えた。あとは明日机の上の片付けと掃除をして図を窓に貼れば完了か。夕方は野
村さんに手伝っていただいてタルにブルーシートを被せた。屋外作業場は明日テントを畳んで道具類や木材を片付ける。炭や木片
も掃除しておかなくては。石をブロワーで吹いてできる限り粉を飛ばしておきたい。あとは台車で段差を越える用の板を用意する。
やはり今日は石彫作業は殆どできず。帰って野村さんに撮影いただいた写真などからピックアップしてトーク用の写真を用意します。
皆さま、明日はどうぞ宜しくお願い致します。

9月21日日 8:10–18:30 トーク『グルングルングルングルンの報告会』。朝からスタジオと屋外作業場の整理。昼頃に正木さん、今岡さん、石場さん、塩谷さ
ん、麥生田さんがご到着。塩谷さんに久しぶりにお会いできて嬉しい。後半のパフォーマンスの実施場所についてNGが出たりして
混乱するも、平山さんと野村さんに方々と調整していただき、何とか方向性が決まった。ありがとうございます。トークは早く藤元さん
に渡さねばと、さらっと話してしまったが、少々早すぎたか。しかし藤元さんのお話はどれも興味深く、考古学の研究者ならではのマ
ニアックな視点と藤元さんの語り口がとても魅力的。奈良にはとんでもない石造物がたくさんあることを改めて知ることができた。
太古よりの諸先輩方の仕事を見て自分のやっている事のちっぽけさを味わうことができて（いい意味です）、まだまだもっとやれる
んやなと思ったりした。トークのあとはスタジオの中を見てもらい、桶づくり本職からのコメントもいただき恐縮。きっと、もっとこうし
た方がいいとか、こんなやり方はあかんとか、プロなら色々と言いたいことが出てきそうなものだが、そんな事は一切なく他人の（素
人の）仕事を認めてくれる懐の深さを感じた。その後、スタジオを後にして屋外へ。以前の制作時にも来てくれた親子連れも来てくれ
て、子供たちから出来てるやん！と言ってもらえてほっこり。みなさんに石やタルをそれぞれ体験してもらった後、台車でタル出発。自
分も台車を押す気だったが、結局平地では上に乗って鳴らさせていただいた。叩いているタルの中からでも場所によって響きが異
なっていることが分かり、外で聞いていたらまた違って聞こえるのだろうかなどと想像する。麥生田さんには重い機材を持ってひ
たすら動いて様々な方向から撮影していただき、本当に有り難いです。たぶんこの日は麥生田さんが一番忙しかったのでは……。
撮影いただいたのも見せていただくのがとても楽しみ。タルは国道手前まで行かせていただき、また作業場へと戻っていった。台車
を押していただいた皆さま。本当にありがとうございました。終わってから記録撮影の打ち合わせなどして、自分はバスのため早め
に退出。明日からはまた通常の作業に戻る。事故や怪我なくこの日を終えられたこと、皆さまに方々で助けていただいたからこそで
した。ありがとうございました。

月日 黒川予定 主な内容（予定含む）
9月22日月 10:00–20:10 月曜日はデマンドシャトルがお休みなのを失念。バスが無いので歩いて文化村へ。良い運動になった。到着後はタル側板のユニッ

ト化作業。足場板をタルのカーブに合わせて削って骨組みを作ろうと考えているが、正直なところ板が薄くて力不足かもという心配
がある。とはいえやってみないと分からないので進めるしかない。あと数日で、実際に試すところまでいけるだろうか。夜に石を彫り
始めたところで道の駅に車を停めているトラックの運転手さんが見に来てくれた。仕事で日本全国行ったり来たりしているらしい。
移動の合間に神社巡りをするのが趣味のようで、あちこちの神社の話を始められて止まらなくなり、知らない神様の名前をたくさん
聞かされてもう何が何だかワケが分からない。ほとんど作業ができずに帰りの時間になってしまった……。みなさん大体は夕方ごろ
の涼しくなり始めてからお越しになるのだが、そのタイミングはこちらもゴールデンタイム。とにかく少しでも涼しい時間帯に作業を
進めたい。昼間の暑い時間帯に来てくれたらいいのになどと自分勝手なことを考えてしまう。いけないいけない。でも、明日はもっと
作業したいなあ。

9月23日火 8:40–20:00 ホームセンターに寄ってから文化村へ。搬出のトラック（2tアルミバン）を予約。自分的にはまだ到底搬出を見据えられる状態にな
い。作業を少しでも進めねば。午前中からタル骨組み用の木材をスタジオに運んで削り作業。タルが真円になっていないため、どれ
くらいのカーブにするのが良いのか分からない。何度か調整しながら進めていたのもあって、丸一日この作業で終わってしまった。
明日もまだ続きそう。今日は休日だからかたくさんの人がスタジオにいらっしゃった。久しぶりにスタジオ作業だったから余計にそう
感じるのかも。

9月24日水 8:40–19:30 屋外でタル骨組みの制作。タルの縦方向、横方向のカーブを見ながら板を削る。昼すぎに一旦削り終わったので、これで試しに取り
付けてみようと思う。板を固定するのに太めの長ビスが必要で、先日ネットで注文したものがまだ届かないため、ひとまずタル作業
は中断。少しだけスタジオの小さめの木材をダンボール箱に詰めたりして、石彫開始。今日は石のすぐ周りで草刈りが行われていて
謎な光景になっていると思う。夕方、成瀬さんがお越しになり、無事タルも見ていただくことができた。この厚みの板を曲げられるこ
とに驚かれた様子。川上村では吉野杉を使って桶太鼓を作って演奏する企画もあるらしい。そちらの太鼓は真っ直ぐの円筒形とのこ
とだった。石彫は遅々として進まないが、ここに来て人間用じゃない鑿が活躍し始めた。扱いにも少しずつ慣れてきた気がする。それ
にしても進まないなあ（楽しんでます）。帰り道、電車に乗っていて目が覚めたら十条駅で、また降り過ごしたと思って咄嗟に下車。し
かし急行に乗っていたはずなのに、なぜ各駅停車のみの駅に！？と思っていたら、よく見ると電車を降りたホームは奈良方面行き側。
つまり一度京都駅まで行って戻って来ていたらしい。そのまま寝ていたらまた奈良まで行っていたと思うと恐ろしい。すっかり帰りが
遅くなりました。

9月25日木 8:20–18:30 午前中はタル骨組み作業の続きと石彫。スタジオの撤収準備も少しだけ進めた。見た目は変わらないけど……。午後に骨組み用の
ビスが到着して試しに使ってみたところ、胴の長くて細いビット（しかも#3のスクエア）がないと作業できないことが判明。ホームセン
ターに探しに行こうとしたところで兵庫県立美術館の中谷さん到着。色々説明している途中に京都市立芸術大学を今年退任された
谷本先生と芸術資源研究センターのはがさんがお越しになったので中谷さんと一緒に色々お話しして作品も見ていただいた。谷本
先生は松長さんに教えていたことがあるらしく、松長さんに宜しくと言って帰られました。いつもより早めに退出してホームセンターに
行き、なんとかそれらしいビット&延長パーツを発見した。明日これで作業が進められますように。

9月26日金 10:00–19:00 朝、交通整理のおっちゃんが仕事前に作品を見にお越しになった。この暑い夏を共に耐え抜いた大先輩に作品を見ていただけて嬉
しい。お土産までいただいてしまい、ありがとうございました。パラソル台に不具合が出たら電話してくださいとお伝えしたら、既に
電話帳に番号を登録してくれていた。タルの骨組みは少し対処しなければならない問題はあるが、何とかいけそうな気がしてきた。
明日は作品撮影もあるので、実際に進めるのは10月以降にしようと思う。11時半からしばらく別件打ち合わせ。外の作品の搬出は10
月末まで待っていただけることになり、石の行き先など考え始めている。北村さんにご提案いただいた、山長さんのところに置かせ
ていただく案がもし可能なのであれば、かなり現実的かもしれない。あとは西成に持って行くのも（できるのであれば）良いかもしれ
ないと思った。なんとか早く行き先を確定しなくては。午後にかなり眠くなってしまい、テーブルの下に畳を敷いて少し仮眠。起きた
時に丁度スタジオを覗いていた方と目が合って恥ずかしい感じになってしまったが、お話してみたらなんとこの文化村クリエイション
の前任担当者の方のお母様だった。スタジオも屋外も一つひとつ丁寧に話を聞いていただきありがたい。夕方はスタジオの片付け
を少し進めた。野村さんと少しゆっくりお話しして、ここまで野村さんと平山さんに一緒にタッグを組んでいただけたからこその企画
だったなと思い、改めて感謝の気持ちが込み上げる。正木さんをはじめGallery PARCの方々、文化村の職員の方々、麥生田さん、
塩谷さん、CRAFT・1のご主人、太平のおっちゃんたちや掃除のおばちゃんたち、素材を買わせていただいた業者さん、リサーチで
お伺いした場所の方々……、挙げ出したらきりがない。本当に贅沢な環境で作業させていただきました。搬出も含めてあと数日、引
き続きどうぞ宜しくお願い致します。それから、今回の企画について関係者の皆さまと一緒に振り返る時間を持ちたいです。良かっ
た点、改善すべき点など挙げてみて、自分にとっても文化村にとっても、今後にきちんと繋げられるように、それぞれの視点から見え
たこと、感じたことを共有できたらと思います。きっと皆さまお忙しいとは思うのですが……もし可能であればお時間をいただけた
ら嬉しいです。

9月27日土 10:00–19:00 公開最終日。午後から正木さんと麥生田さん来村予定。
9月28日日 不在 京都芸術センターイベント登壇
9月29日月 撤収作業。朝8時に京都でトラックを借りて行くので、11時前くらい着になるかもです。いったんスタジオの荷物を全て交流ラウンジ

に出して、先に積むことになりそうな重いもの、硬いもの（木材や道具ケースなど）からどんどん下に移動して、トラックに積んでいく。
9月30日火 撤収作業完了。
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タルとイワの搬出
＿
タルは組み上げた状態のままクレーンで吊り持って帰ってしまえば楽なのですが、次
の行き先である名古屋のギャラリーの入り口の間口がタルの幅よりかなり狭いことが
判明。タルをそのまま建物へ入れられないようなのです（さらに、展示場所の部屋幅はタ
ルの幅と数センチしか差がない！）。そのため、狭い空間で再度組み上げられる分解方法
を考えることとなりました。タルの内側のカーブに合わせて加工した木材を取り付け
てバックアップとし、これまで箍（たが）代わりにしていたレバーブロックを外してもバ
ラバラにならないようにして、7つのユニットに分解しました。正木さんや文化村の皆さ
まに分解作業をお手伝いいただき、黒ひげ危機一髪のような状態になりながらもなん
とか無事に分解することができました。

そしてグルングルンはつづく
タル　イワ　これから
黒川 岳

2025年9月、なら歴史芸術文化村での約3ヶ月に及ぶレジデンスが終わりました。
あっという間の夏でした。
レジデンスが終わったら、タルもイワも文化村から搬出しなければなりません。
そして、今後はそれぞれ新たな場所で展示したり、
作品にもさらに手を加えていく予定です。

イワは次の行き先の準備が整うまでしばし待ってもらわねばなりません。
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タルとイワの今後
＿
タルもイワも今後は、いずれも展示するだけに留まらず、これからも場所を移動したり、
まだまだ手を加えたり……と様々なことが起こっていきそうです。

タルの今後は、今回のレジデンス中に成し得なかった「太鼓としての皮張り」に挑戦しよ
うとしています。大阪の皮革産業の業者さんや太鼓製作の会社の方々に話を聞きなが
ら、どうにかしてタルの両面に牛の皮を張ってみれないかと思案しているところです。
タルの直径がかなり大きいので、なかなか大変なことになりそうですが、どうやら皮を
伸ばして張る必要があるらしく、そのために大人数で皮の上に乗っかって、トランポリ
ンのようにジャンプしたりすることになるかもしれない……！？他にも竹の箍（たが）作り
の構想もあります。そうして、もし本当にタルが太鼓として完成したならば、酒樽があち
こちに運ばれていくように、タル太鼓と共に色々な場所に移動して、ドーン　ドーンと
街じゅうに響く音に耳を澄ませてみたいものです。

イワは、せっかく少し大きな石を手にすることができたので、もう1つくらい穴を彫り足し
てみようと思っています。次の行き先は大阪・西成区。この辺りは川に流されてきた砂
が堆積してできた土地で、地中を掘っても全然岩がありません。そんな場所にあのサイ
ズのイワがやってくるのを想像すると、今から不思議な気持ちになっています。地中は
イワとあまり縁の無さそうな西成ですが、地上には様々な「作業」に携わっている／携
わってきた方々のいる魅力的な場所です。街には建物が所狭しとひしめき合っていて、
ちょうどこの文章を書いている現在も、このイワをどうやって町の狭い道をくぐり抜け、
どうやって作業場所に持って行けるか、現地の方々と作戦を立てているところです。
たった一つの石を運ぶだけなのに、この道は10tダンプは規制されてて通れないとか、
この曲がり角がギリギリ狭くて危ないかもとか、地中に〇〇が埋まっているとか、普段
ただ歩いているだけでは気づかなかったことが見えてきて、とても興味深いです。

長々と書いてしまいましたが、タルも、イワも、まだまだグルングルンし続けます。もちろ
ん僕も。次は何にぶつかるだろう？どこまで転がって行けるのだろう？どうせ止まること
なんてできないのだから、できる限り楽しんで回っていきたいものです。最後に、この
企画にあたって本当に多くの方々にお世話になりました。一緒にグルングルンしてくれ
た皆さまに、最大の感謝を敬意を込めて。ありがとうございました。そして、これからも
宜しくお願いいたします！グルングルングルングルン
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